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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の２チャンネルアンプとアンプ制御装置とがネットワークで接続されているアンプ
システムであって、
　前記各２チャンネルアンプは、
　２チャンネルの音響信号が入力される信号入力部と、
　該信号入力部に入力された２チャンネルの音響信号をそれぞれ増幅処理する処理部と、
　該処理部において増幅処理された２チャンネルの音響信号を出力する出力部と、
　前記処理部における増幅処理を制御する動作データあるいは増幅処理に関するレベルを
示すレベルデータであって、各チャンネルのデータからなる動作データあるいは状態デー
タを記憶するデータ記憶部と、
　前記アンプ制御装置とデータの送受信を行う通信部とを備え、
　前記アンプ制御装置は、
　表示器と、
　ユーザの操作を受け付ける操作入力部と、
　複数の２チャンネルアンプの各々とデータの送受信を行う通信部と、
　グループ化操作に応じて、前記複数のアンプの各チャンネルを複数のグループにグルー
プ分けするグループ分け部と、
　アンプ選択操作に応じて前記複数のアンプの内から何れか１のアンプが選択された際に
、２チャンネルに対応する２エレメントを備えたアンプ詳細画面を前記表示器に表示する
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と共に、該アンプ詳細画面の第１チャンネルと第２チャンネルの各エレメント毎に、該ア
ンプの対応するチャンネルの対応する動作データあるいはレベルデータを前記通信部を介
して前記アンプから取得して表示する第１表示制御部と、
　チャンネル選択操作に応じて、前記複数のアンプの内の何れか１のアンプにおける何れ
か１のチャンネルが選択された際に、前記アンプ詳細画面の他方のチャンネルの各エレメ
ントを無効表示したチャンネル詳細画面を前記表示器に表示すると共に、該チャンネル詳
細画面の該チャンネルの各エレメント毎に、該アンプの該チャンネルに対応する動作デー
タあるいはレベルデータを前記通信部を介して前記アンプから取得して表示する第２表示
制御部と、
　グループ選択選択に応じて前記複数のグループの内から何れか１のグループが選択され
た際に、選択されたグループに両方のチャンネルが含まれている場合は、前記アンプ詳細
画面と同じ構成のグループ詳細画面を前記表示器に表示すると共に、該グループ詳細画面
の各チャンネルの各エレメント毎に、該グループに属するアンプにおける該チャンネルの
動作データあるいはレベルデータを前記通信部を介して前記アンプから取得し、取得され
たデータを合成して表示し、選択されたグループに何れか一方のチャンネルが含まれ他方
のチャンネルが含まれていない場合は、前記アンプ詳細画面の他方のチャンネルの各エレ
メントを無効表示したチャンネル詳細画面を前記表示器に表示するとともに、該チャンネ
ル詳細画面の該チャンネルの各エレメント毎に、該グループに属するアンプの該チャンネ
ルの動作データあるいはレベルデータを前記通信部を介して前記アンプから取得し、取得
されたデータを合成して表示する第３表示制御部と、
　を備えていることを特徴とするアンプシステム。
【請求項２】
　前記第３表示制御部における前記データの合成は、取得された複数の動作データの最大
値及び最小値の検出による合成であること特徴とする請求項１記載のアンプシステム。
【請求項３】
　前記第３表示制御部における前記データの合成は、取得された複数のレベルデータの最
大値あるいは最小値の検出による合成であること特徴とする請求項１記載のアンプシステ
ム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、ネットワークに接続されている複数のアンプをアンプ制御装置で制御する
アンプシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、コンサートホールや劇場などの音響拡声装置（ＰＡ：Public Address）や音楽製
作などに使用されるプロ用のオーディオシステムがある。このオーディオシステムにおい
ては多くのオーディオ用のアンプが使用されており、所定の場所に配置された多数のスピ
ーカにそれぞれオーディオ信号を増幅して供給している。この場合、オーディオシステム
をネットワーク化して複数のアンプとアンプ制御装置をネットワークに接続し、複数のア
ンプをアンプ制御装置によりコントロールするアンプシステムが知られている。
【０００３】
　このようなアンプシステムにおいては、パーソナルコンピュータ（以下、「パソコン」
という）にアンプマネージャソフトをインストールしておき、このパソコンと複数のアン
プをネットワークで接続する。そして、パソコンのオペレーションシステム上で起動され
たアンプマネージャソフトにより、複数のアンプの状態をネットワーク越しにモニタした
り、複数のアンプの動作をネットワーク越しにリモート制御することができるようになる
。すなわち、アンプマネージャソフトが起動されたパソコンをアンプ制御装置とすること
ができ、このアンプ制御装置のディスプレイにアンプマネージャのメインウィンドウが表
示されるようになる。メインウィンドウは、ネットワークに接続されている複数のアンプ
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のツリーリストと、ツリーリストで選択された機器の機器名や機器の動作データ等を表示
可能な複数のページとから構成される。
【０００４】
　このページとしてAmpページを選択すると、アンプをコントロール／モニタするAmpペー
ジが表示される。Ampページは、例えば４ページあり各ページに８台までのアンプのチャ
ンネルが表示される。各チャンネルには、出力レベルを示すOutputメータ、チャンネルの
温度を示すTempメータ、入力レベルを示すInputメータ等のエレメントにより動作データ
の内のレベルデータが表示され、入力信号を減衰させるATTフェーダ、チャンネルをミュ
ートするMuteボタン等のエレメントにより動作データの内のオン／オフパラメータが表示
および変更される。また、Group Viewページでは、ネットワークに接続されている複数の
アンプの任意のチャンネルをグループ化してコントロール／モニタすることができる。Gr
oup Viewページは、例えば８つのグループページがあり、各ページに１６チャンネルまで
表示することができる。各チャンネルに表示される動作データは、Ampページのチャンネ
ルと同様とされる。
【非特許文献１】「NetworkAmp Manager V1.1.0E Plus for Win XP/2000  取扱説明書」
，ヤマハ株式会社
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記したアンプ制御装置では、アンプの動作データをメインウィンドウのページに表示
させてモニタすることができるが、AmpページやGroup Viewページで表示される動作デー
タの種類は限られており、詳細な動作データを表示させる場合はChannel Detailページを
開いて各チャンネルの詳細な内容を表示するようにしていた。このように、アンプの詳細
な動作データを１チャンネルずつしかモニタすることができないという問題点があった。
また、Group Viewページで表示される動作データは、そのグループのチャンネル毎の動作
データとされグループ全体の動作データを一括してモニタすることができないという問題
点があった。この場合に、グループを構成する各アンプのレベルデータを合成して表示す
ることが考えられるが、複数種類のアンプからグループが構成されている場合には、アン
プに応じてレベルデータの種類等が異なることになり表示することができないという問題
点があった。さらにまた、どのスピーカに供給するかを基準にグループ分けする場合は、
アンプ単位ではなく、チャンネル単位でグループ化される。この場合、結線の確認や、異
常の発生時の対応のため、グループの動作データあるいはレベルデータのモニタを行う際
に、各アンプのチャンネル毎に区別してモニタする必要があるが、このようなモニタを行
うことができないという問題点があった。
【０００６】
　そこで、本発明は、複数のアンプとアンプ制御装置とがネットワークで接続されている
アンプシステムであって、アンプ制御装置に、アンプ１台ごとの詳細な動作データを表示
することができると共に、チャンネル単位でグループ化されたグループの動作データある
いはレベルデータを各アンプのチャンネル毎に区別してモニタすることができるアンプシ
ステムを提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために、本発明のアンプシステムは、複数の２チャンネルアンプと
アンプ制御装置とがネットワークで接続されているアンプシステムであって、アンプ選択
操作に応じて複数のアンプの内から何れか１のアンプが選択された際に、２チャンネルに
対応する２エレメントを備えたアンプ詳細画面を表示器に表示すると共に、該アンプ詳細
画面の第１チャンネルと第２チャンネルの各エレメント毎に、該アンプの対応するチャン
ネルの対応する動作データあるいはレベルデータを通信部を介してアンプから取得して表
示する第１表示制御部と、チャンネル選択操作に応じて、複数のアンプの内の何れか１の
アンプにおける何れか１のチャンネルが選択された際に、アンプ詳細画面の他方のチャン
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ネルの各エレメントを無効表示したチャンネル詳細画面を表示器に表示すると共に、該チ
ャンネル詳細画面の該チャンネルの各エレメント毎に、該アンプの該チャンネルに対応す
る動作データあるいはレベルデータを通信部を介してアンプから取得して表示する第２表
示制御部と、グループ選択選択に応じて複数のグループの内から何れか１のグループが選
択された際に、選択されたグループに両方のチャンネルが含まれている場合は、アンプ詳
細画面と同じ構成のグループ詳細画面を表示器に表示すると共に、該グループ詳細画面の
各チャンネルの各エレメント毎に、該グループに属するアンプにおける該チャンネルの動
作データあるいはレベルデータを通信部を介してアンプから取得し、取得されたデータを
合成して表示し、選択されたグループに何れか一方のチャンネルが含まれ他方のチャンネ
ルが含まれていない場合は、アンプ詳細画面の他方のチャンネルの各エレメントを無効表
示したチャンネル詳細画面を表示器に表示するとともに、該チャンネル詳細画面の該チャ
ンネルの各エレメント毎に、該グループに属するアンプの該チャンネルの動作データある
いはレベルデータを通信部を介してアンプから取得し、取得されたデータを合成して表示
する第３表示制御部とを備えることを最も主要な特徴としている。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、第１表示制御部は、複数のアンプの内から何れか１のアンプが選択さ
れた際に、２チャンネルに対応する２エレメントを備えたアンプ詳細画面を表示器に表示
すると共に、各エレメント毎に、該アンプの対応するチャンネルの対応する動作データあ
るいはレベルデータを表示し、第２制御表示部は、複数のアンプの内の何れか１のアンプ
における何れか１のチャンネルが選択された際に、アンプ詳細画面の他方のチャンネルの
各エレメントを無効表示したチャンネル詳細画面を表示器に表示すると共に、該チャンネ
ルの各エレメント毎に、該アンプの該チャンネルに対応する動作データあるいはレベルデ
ータを表示し、第３表示制御部は、選択されたグループに両方のチャンネルが含まれてい
る場合は、アンプ詳細画面と同じ構成のグループ詳細画面を表示器に表示すると共に、そ
の各エレメント毎に、該グループに属するアンプにおける該チャンネルの動作データある
いはレベルデータを合成して表示し、選択されたグループに何れか一方のチャンネルが含
まれ他方のチャンネルが含まれていない場合は、アンプ詳細画面の他方のチャンネルの各
エレメントを無効表示したチャンネル詳細画面を表示器に表示するとともに、その各エレ
メント毎に、該グループに属するアンプの該チャンネルの動作データあるいはレベルデー
タを合成して表示している。このことから、グループを選択すれば、選択されたグループ
のアンプに含まれていないチャンネルは無効表示されると共に、含まれるチャンネルのエ
レメント毎にグループに属するアンプの該チャンネルの動作データあるいはレベルデータ
を合成して表示することができるようになる。また、個別のアンプを選択すれば、個別の
アンプの２チャンネルの各エレメント毎に動作データあるいはレベルデータを表示するこ
とができるようになる。さらに、個別のアンプのチャンネルを選択すれば、選択されない
チャンネルは無効表示されると共に、選択されたチャンネルの各エレメント毎に動作デー
タあるいはレベルデータを表示することができるようになる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　本発明の実施例にかかるアンプシステムの構成を示すブロック図を図１に示す。
　図１に示すアンプシステム１は、ＬＡＮ（Local Area Network）４のネットワークを備
えており、このＬＡＮ４には、例えば３台のパーソナルコンピュータ（以下、「ＰＣ」と
いう）２－１，２－２，２－３と、５台のアンプ３－１，３－２，３－３，３－４，３－
５とが接続されている。ＬＡＮ４の通信制御方式は、例えば一般的に用いられているイー
サネット(Ethernet)とされている。３台のＰＣ２－１～２－３にはそれぞれアンプマネー
ジャソフトがインストールされており、ＰＣ２－１～２－３のオペレーションシステム（
以下、「ＯＳ」という）上で起動されたアンプマネージャにより、ＬＡＮ４に接続されて
いるアンプ３－１～３－５の動作状態をＬＡＮ４を介してモニタしたり、複数のアンプ３
－１～３－５の動作をＬＡＮ４を介してリモート制御することができるようになる。この
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場合、アンプの制御権が得られたＰＣのみが当該アンプのアンプ制御装置となってリモー
ト制御を行えるようになり、制御権を得られなかったＰＣではそのアンプのモニタを行う
ことができる。
【００１０】
　ＬＡＮ４に接続されているアンプ３－１～３－５には、図示しないオーディオケーブル
を介してオーディオ信号が伝達されるようにされ、ＬＡＮ４を介して制御情報の通信を行
えるようにされている。アンプ３－１～３－５に供給されるオーディオ信号は、コンサー
トホールや劇場などに設置された複数のマイクからの音響信号や他の音響信号がミキサに
よりミキシングされたミキシング信号とされている。また、アンプ３－１～３－５から出
力されるオーディオ信号を放音するスピーカが、アンプ３－１～３－５の各チャンネルに
オーディオケーブルを介してそれぞれ接続されており、各スピーカはコンサートホールや
劇場内に分散して設置されている。
【００１１】
　次に、アンプ３－１～３－５の構成を説明するが、アンプ３－１～３－５は同一構成と
されていることから、アンプ３－１～３－５をアンプ３としてその構成を示すブロック図
を図２に示す。
　図２に示すアンプ３において、ＣＰＵ１０はアンプ３の全体の動作を制御すると共に、
アンプ制御用プログラム等の動作ソフトウェアを実行している。ＲＯＭ・ＲＡＭ１１は、
ＣＰＵ１０が実行するアンプ制御用プログラム等の動作ソフトウェアが格納されているＲ
ＯＭ（Read Only Memory）と、ＣＰＵ１０のワークエリアや自機のデバイス情報および動
作データや状態データを記憶する記憶エリアが設定されているＲＡＭ（Random Access Me
mory ）とからなっている。このＲＯＭをフラッシュメモリ等の書き換え可能なＲＯＭと
することで、動作ソフトウェアの書き換えを可能とすることができ、動作ソフトウェアの
バージョンアップを容易に行うことができる。Ｉ／Ｆ１２は、イーサネットの通信インタ
フェースでありネットワーク通信ケーブル（イーサネットケーブル）を介してＬＡＮ４に
接続されている。このＩ／Ｆ１２を介してＬＡＮ４に接続されているデバイスと論理的に
接続される。ユーザインタフェース（ＵＩ）１３には、レベルや出力電力を操作するアッ
テネータ等の操作子や、レベルメータや各種インジケータが含まれている。
【００１２】
　ＤＳＰ（Digital Signal Processor ）１４は、入力されたディジタルの音響信号に対
してコンプレッサ処理、ディレイ処理、イコライザ処理、リミッタ処理、ハイパスフィル
タ処理などの信号処理やレベル制御を行う信号処理部である。ＡＭＰ１５は、ＤＳＰ１４
により処理された音響信号を電力増幅する電力増幅器であり、ＡＭＰ１５により増幅され
た音響信号はスピーカから放音される。このＡＭＰ１５は、例えばＤ級増幅器とされてい
る。Ｄ／Ａ・Ａ／Ｄ１６は、アナログの音響信号が入力された場合に、アナログ－ディジ
タル変換を行うことにより音響信号をディジタル化してＤＳＰ１４に供給し、ＤＳＰ１４
により処理されたディジタルの音響信号をアナログ波形の音響信号に変換してＡＭＰ１５
に出力している。ＣＰＵ１０ないしＤ／Ａ・Ａ／Ｄ１６の各部はバス１７に接続されてい
る。
【００１３】
　次に、ＰＣ２－１～２－３の構成を説明するが、ＰＣ２－１～２－３は同一構成とされ
ていることから、ＰＣ２－１～２－３をＰＣ２としてその構成を示すブロック図を図３に
示す。
　図３に示すＰＣ２において、ＣＰＵ２０はＯＳやアンプマネージャ等の動作ソフトウェ
アを実行している。ＲＯＭ・ＲＡＭ２１は、ＣＰＵ２０が実行する動作ソフトウェアが格
納されているＲＯＭと、ＣＰＵ２０のワークエリアやカレントプロジェクト等の各種デー
タを記憶する記憶エリアが設定されているＲＡＭとからなっている。このＲＯＭをフラッ
シュメモリ等の書き換え可能なＲＯＭとすることで、動作ソフトウェアの書き換えを可能
とすることができ、動作ソフトウェアのバージョンアップを容易に行うことができる。Ｉ
／Ｆ２２は、イーサネットの通信インタフェースでありネットワーク通信ケーブル（イー
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サネットケーブル）を介してＬＡＮ４に接続される。このＩ／Ｆ２２を介してＬＡＮ４に
接続されているデバイスと論理的に接続される。ユーザインタフェース（ＵＩ）２３には
、キーボードやマウス等の操作子や、アンプマネージャの各種画面等を表示する表示器が
含まれている。ＨＤＤ（Hard Disk Drive）２４は、アンプマネージャソフト等のＰＣ２
にインストールされたアプリケーションプログラムやプロジェクトライブラリ等の各種デ
ータが記憶される大容量記憶装置である。ＣＰＵ２０ないしＨＤＤ２４の各部はバス２５
に接続されている。なお、ＰＣ２の構成は一般的なパーソナルコンピュータと同様の構成
とされている。
【００１４】
　ＰＣ２においてＬＡＮ４に接続されているアンプ３－１～３－５の状態をモニタしたり
リモート制御する際には、ＯＳ上においてアンプマネージャソフトを起動させる。アンプ
マネージャソフトが起動されると、ＰＣ２は後述するようにプロジェクトファイルをオー
プンしてカレントプロジェクトにロードすると共に、各アンプに問い合わせて現在の状態
を示す状態データを貰ってくる。これにより、ＰＣ２の表示器に図４に示すような初期状
態の基本画面４が表示されるようになる。図４に示すように基本画面４の上部には、共通
操作パネル３０、エリア名表示部３１、その他情報表示部３２，３５、ＬＡＮ４のネット
ワークにオンラインする際に操作するオンラインボタン３３、ユーザ名表示部３４が設け
られている。基本画面４の主要部分は、アンプシステム１の構成をツリーで表示するTree
 View（デバイスツリー表示部）３６と、Tree View３６で選択されたアンプあるいはグル
ープの詳細画面を表示するDetail View（詳細画面）３７で占められており、図示する場
合はTree View３６が左側にDetail View３７が右側に配置されている。
【００１５】
　Tree View３６の具体的な表示画面を図５および図６に示す。Tree View３６は、異なっ
た観点に従って複数のアンプを含むアンプシステム１の構成を選択的にツリー表示してい
る。図示する例では、デバイスを観点としたデバイスツリー（Device）、アンプが配置さ
れるラックを観点としたラックツリー（Rack）、アンプのチャンネルを観点としたフィー
ドストラクチャツリー（Feed Structure）、および、観点をユーザが定義するユーザ定義
ツリー（User Defined）の４種類のツリーが用意され、タブ３６ａをクリックして選択す
ることにより選択されたツリーがTree View３６に表示されるようになる。
【００１６】
　タブ３６ａにおいて「Rack」のタブが選択された際に表示されるラックツリー（Rack）
のTree View(Rack)３６－１が図５に示されている。図５に示すTree View(Rack)３６－１
においては、エリア名「Area(1)」「Area(2)」のエリアが表示されており、エリア「Area
(1)」を展開すると、その第１階層は「Rack-1」と「Rack-2」のグループとグループ化さ
れていないアンプからなる「Ungrouped Device」の３グループに分けられている。また、
グループ「Rack-1」を展開した第２階層は「Rack-1A」と「Rack-1B」の２グループに分け
られており、グループ「Rack-1A」を展開した第３階層に示すように当該グループには「A
mp1」と「Amp2」の２台のアンプが属している。さらに、「Rack-1B」を展開した第３階層
は「Rack-1B/1」と「Rack-1B/2」の２グループに分けられており、グループ「Rack-1B/1
」を展開した第４階層に示すように当該グループには「Amp3」と「Amp4」の２台のアンプ
が属し、グループ「Rack-1B/2」を展開した第４階層に示すように当該グループには「Amp
5」と「Amp6」の２台のアンプが属している。さらにまた、「Ungrouped Device」を展開
した第２階層に示すように「AmpX1」と「AmpX2」の２台のアンプがグループ化されていな
いことが示されている。なお、アンプ「Amp1」「Amp2」「Amp3」の後には右向きおよび左
向きの矢印からなる両矢印記号３６ｂが付されているが、この両矢印記号３６ｂはアンプ
がオンライン状態にあることを表している。そして、両矢印記号３６ｂが付されていない
アンプ「Amp4」「Amp5」「Amp6」はオフライン状態となっている。また、アンプ「AmpX1
」「AmpX2」の後には右向きの矢印からなる右矢印記号３６ｃが付されているが、この右
矢印記号３６ｃはアンプをモニタのみできる状態にあることを表している。さらに、Tree
 View(Rack)３６－１において、「□」の中に「+」が記入されている記号の上でクリック
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すると、その下の階層が展開されてツリー表示されるようになる。
【００１７】
　次に、タブ３６ａにおいて「Feed Structure」のタブが選択された際に表示されるフィ
ードツリー（Feed Structure）のTree View(Feed)３６－２が図６に示されている。図６
に示すTree View(Feed)３６－２においては、エリア名「Area(1)」のエリアが表示されて
おり、エリア「Area(1)」を展開すると、その第１階層は「Group-1」と「Group-2」のグ
ループとグループ化されていないアンプからなる「Ungrouped Channel」の３グループに
分けられている。また、グループ「Group-1」を展開した第２階層に示すように当該グル
ープには「Amp1:Ch1(アンプ１のチャンネル１)」と「Amp2:Ch1(アンプ２のチャンネル１)
」と「Amp3:Ch1(アンプ３のチャンネル１)」の３つのチャンネルが属している。さらに、
「Group-2」を展開した第２階層に示すように当該グループには「Amp1:Ch2(アンプ１のチ
ャンネル２)」と「Amp2:Ch2(アンプ２のチャンネル２)」と「Amp3:Ch2(アンプ３のチャン
ネル２)」の３つのチャンネルが属している。さらにまた、「Ungrouped Channel」を展開
した第２階層に示すように「Amp4:Ch1」と「Amp4:Ch2」と「Amp5:Ch1」と「Amp5:Ch2」と
「Amp6:Ch1」と「Amp6:Ch2」と「AmpX1:Ch1」・・・のチャンネルがグループ化されてい
ないことが示されている。なお、チャンネル「Amp1:Ch1」「Amp2:Ch1」「Amp3:Ch1」「Am
p1:Ch2」と「Amp2:Ch2」と「Amp3:Ch2」の後には両矢印記号３６ｂが付されて、オンライ
ン状態にあることが表わされている。また、「Ungrouped Channel」の上記チャンネルに
は何らの記号も付されておらず、オフライン状態となっている。
【００１８】
　次に、Tree View３６で選択されたアンプあるいはグループの詳細画面を表示するDetai
l View（詳細画面）３７では、Tree View３６に表示されているいずれかのアンプが選択
された際にアンプのタイプに応じた詳細画面が表示される。アンプのタイプには、下位機
種と、チャンネル当たりの動作データのパラメータ数が多くされる上位機種とがある。こ
こで、上位機種のアンプあるいは上位機種のアンプが含まれているグループのいずれかが
Tree View３６において選択された場合は、図７に示すDetail View（アンプ／グループ詳
細画面）３７－１が表示されるようになる。Detail View（アンプ／グループ詳細画面）
３７－１は、入力信号状態表示部（アナログ）３７ａと、入力信号状態表示部（デジタル
）３７ｂと、アッテネータ３７ｃと、出力信号状態表示部（アナログ）３７ｄと、出力状
態表示部（デジタル出力）３７ｅと、動作状態表示部（温度・ファン等）３７ｆとで構成
されている。
【００１９】
　入力信号状態表示部（アナログ）３７ａには、チャンネル毎のアナログ入力信号の入力
レベルが表示され、入力信号状態表示部（デジタル）３７ｂには、チャンネル毎のフェー
ダでレベル制御された後のデジタルの音響信号のレベルが表示される。アッテネータ３７
ｃには、レベル操作子であるフェーダがチャンネル毎に表示され、出力信号状態表示部（
アナログ）３７ｄには、スピーカに出力されるチャンネル毎の出力レベル、出力電力やス
ピーカのチャンネル毎のインピーダンスが表示される。さらに、出力状態表示部（デジタ
ル出力）３７ｅには、拡張カードが装着可能なスロットにおけるスロット毎のデジタル出
力のレベルが表示され、動作状態表示部（温度・ファン等）３７ｆには、ヒートシンクの
チャンネル毎の温度やファンの回転数、電源電圧、プロテクションのアラート状態が表示
される。
【００２０】
　また、下位機種であるアンプあるいは下位機種のアンプのみが属するグループのいずれ
かがTree View３６において選択された場合は、図８に示すDetail View（アンプ／グルー
プ詳細画面：下位機種）３７－２が表示されるようになる。Detail View（アンプ／グル
ープ詳細画面：下位機種）３７－２は、入力信号状態表示部（アナログ）３７ｇと、出力
信号状態表示部（アナログ）＋アッテネータ３７ｈと、出力状態表示部（デジタル出力）
３７ｉと、動作状態表示部（温度等）３７ｊとで構成される。入力信号状態表示部（アナ
ログ）３７ｇには、アナログ入力信号のチャンネル毎の入力レベルが表示され、出力信号
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状態表示部（アナログ）＋アッテネータ３７ｈには、出力電力とレベル操作子であるフェ
ーダがチャンネル毎に表示され、出力信号状態表示部（アナログ）３７ｉには、スピーカ
に出力されるチャンネル毎の出力レベルやスピーカのインピーダンスが表示される。さら
に、動作状態表示部（温度等）３７ｊには、チャンネル毎のヒートシンクの温度やプロテ
クションのアラート状態が表示される。このように、Detail View（アンプ／グループ詳
細画面：下位機種）３７－２の表示部の数はDetail View（アンプ／グループ詳細画面）
３７－１の表示部の数より少なくされている。
【００２１】
　次に、Detail View３７の具体例をいくつか説明するが、Detail View３７に表示される
動作データの各パラメータはエレメントという部品で表示され、複数種類のエレメントを
所定位置に配置することによりDetail View３７が構成されるようになる。以下の説明に
おいては、下位機種のステレオアンプをタイプＡとして、上位機種のステレオアンプをタ
イプＢとして、下位機種の４チャンネルアンプをタイプＣとして表すものとする。
　Tree View(Rack)３６－１等においてタイプＡの２チャンネルのアンプの一つが選択さ
れた際に表示される個別アンプのDetail View３７－２の具体例を図９に示す。図９に示
す個別アンプのDetail View３７－２において、入力信号状態表示部（アナログ）３７ｇ
には、Input Levelのレベルメータエレメントが２本表示され、当該アンプの２チャンネ
ルの各入力信号（アナログ）の入力レベルが表示される。各レベルメータエレメントの上
には、入力信号がクリップされた際に警告表示するClipエレメントが設けられている。さ
らに、オンされた際に当該チャンネルをミュートするMuteエレメントが各チャンネルに設
けられている。
【００２２】
　出力信号状態表示部（アナログ）＋アッテネータ３７ｈは、上下に２段に分割されて設
けられており、上段にはAttenuationのレベル操作子であるフェーダエレメントが２本表
示され当該アンプの２チャンネルの各出力音量レベル（動作データ中の音量を制御するパ
ラメータ）の値が摘みの位置で示されている。この摘みを上下することにより各チャンネ
ルの出力音量レベルを変更することができ、オンした際に２チャンネルをリンクして出力
音量レベルを変更することのできるLinkエレメントが設けられている。下段には、Wattの
レベルメータエレメントが２本表示され当該アンプの各チャンネルの出力電力（アナログ
）レベルがワットの単位で表示され、オンされた際に当該チャンネルをミュートするMute
エレメントが各チャンネルに設けられている。また、出力電力がクリップされた際に、警
告表示するClipエレメントが各レベルメータエレメントの上に設けられている。
【００２３】
　出力信号状態表示部（デジタル）３７ｉには、Output Levelのレベルメータエレメント
が２本表示され当該アンプの２チャンネルの各出力信号（デジタル）レベルが表示される
と共に、Loadのインピーダンスを表示するレベルメータエレメントが２本表示され各チャ
ンネルに接続されているスピーカのインピーダンスがΩ単位で表示される。各レベルメー
タエレメントの上には出力信号がクリップされた際あるいはインピーダンスが下限値を越
えた際に、警告表示するClipエレメントがそれぞれ設けられている。さらに、動作状態表
示部（温度等）３７ｊには、当該アンプに異常が生じた際に警告表示するProtectionエレ
メントが設けられていると共に、Tempのレベルメータエレメントが２本表示され２チャン
ネルの各ヒートシンクの温度が表示される。また、電源をオン／オフするPowerエレメン
トが設けられている。なお、Tempの各レベルメータエレメントの上には上限の温度を超え
た際に、警告表示するHighエレメントが設けられている。
　以上説明した個別アンプのDetail View３７－２において、オン／オフスイッチとされ
るMuteエレメントおよびPowerエレメントでは、対応するオン／オフパラメータの値（０
：オフ、１：オン）も表示され、操作される毎にオン／オフが交互に切り替わるトグル動
作となる。Muteエレメントはオンされた際にオン表示（例えば、赤色）され、オフされた
際にオフ表示（例えば、灰色）される。また、Powerエレメントはオンされた際にオン表
示（例えば、青色）され、オフされた際にオフ表示（例えば、灰色）される。さらに、Cl
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ipエレメント、ProtectionエレメントおよびHighエレメントの警告表示は、例えば赤色と
され、警告無し表示は、例えば緑色とされる。なお、各レベルメータエレメントに表示さ
れるレベル、インピーダンス、温度等は、アンプの状態を示す状態データ（パラメータ）
である。フェーダエレメントで表示される出力音量レベル（デシベル値）、オン／オフエ
レメントで表示されるミュート（Mute）、電源（Power）等は、アンプの動作を制御する
動作データ（パラメータ）である。また、各種エレメントで表示される警告表示は、後述
するアラート事象の表示である。
【００２４】
　次に、Tree View(Rack)３６－１等においてタイプＡの２チャンネルのアンプのみが複
数属しているアンプグループが選択された際に表示されるアンプグループのDetail View
３７－２の具体例を図１０に示す。
　図１０に示すDetail View３７－２において、入力信号状態表示部（アナログ）３７ｇ
には、Input Levelのレベルメータエレメントが２本表示され、グループの各アンプにお
ける２チャンネルの各入力信号（アナログ）の内から、設定表示エレメント４１で設定さ
れた最大値あるいは最小値の入力レベルが検出されて表示される。図示する場合は、２チ
ャンネルとも設定表示エレメント４１で「Max」が設定されており、グループのアンプに
おける当該チャンネルの内で入力信号レベルの最大値が各チャンネルのレベルメータエレ
メントに表示される。各チャンネルのレベルメータエレメントの上には、アナログ入力信
号がクリップされた際に、警告表示するClipエレメントが設けられている。さらに、グル
ープの各アンプにおける各チャンネルのミュート状態を設定・表示するMuteエレメントが
各チャンネルに設けられている。
【００２５】
　出力信号状態表示部（アナログ）＋アッテネータ３７ｈは、上下に２段に分割されて設
けられており、上段にはAttenuationのレベル操作子であるフェーダエレメントが２本表
示されグループの各アンプにおける２チャンネルの各出力音量レベルの最大値と最小値が
摘みの範囲として示されている。この場合、グループの各アンプにおける各チャンネルの
出力音量レベルの内の最大値と最小値とがフェーダエレメントにおける帯状エレメント４
０で表示される。すなわち、帯状エレメント４０の上端位置で最大値が示され、下端位置
で最小値が示されている。この最小値および最大値を数値で表示するようにしても良い。
また、摘みを上下することによりグループの各アンプにおける各チャンネルの出力音量レ
ベルを相互の出力音量レベル値の相対関係を保ったまま一括して変更することができる。
この場合、グループのいずれかのアンプにおける当該チャンネルの出力音量レベルが設定
可能範囲の上限に達したら、フェーダエレメントの位置が最大値に達していなくとも、そ
の位置より上には上げられなくなる。同様に、グループのいずれかのアンプにおける当該
チャンネルの出力音量レベルが設定可能範囲の下限に達したら、フェーダエレメントの位
置が最小値に達していなくとも、その位置より下には下げられなくなる。さらに、オンさ
れた際に２チャンネルをリンクして変更することのできるLinkエレメントが設けられてい
る。
【００２６】
　上記したように、フェーダエレメントの摘みの範囲は、グループの各アンプにおけるレ
ベル操作子で設定されている設定値の最大値と最小値に対応しているので、帯状エレメン
ト４０を備えるフェーダエレメントにより、グループの各アンプにおける音量操作子の設
定値の状況を確認することができる。また、選択されたいずれかのツリーにおけるいずれ
かのグループで行ったフェーダエレメントの操作は、別のツリーのグループにも反映され
て表示されるようになる。
　出力信号状態表示部（アナログ）＋アッテネータ３７ｈの下段には、Wattのレベルメー
タエレメントが２本表示され、グループの各アンプにおける各チャンネルの出力電力（ア
ナログ）レベルの内から設定表示エレメント４１で設定された最大値あるいは最小値の出
力電力レベルが検出されてワットの単位で表示される。図示する場合は、２チャンネルと
も設定表示エレメント４１で「Max」が設定されており、グループのアンプにおける当該
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チャンネルの内で最大の出力電力レベルが各チャンネルのレベルメータエレメントに表示
される。また、グループの各アンプにおける各チャンネルのミュート状態を設定・表示す
るMuteエレメントが各チャンネルに設けられている。また、出力電力がクリップされた際
に、警告表示するClipエレメントが各チャンネルのレベルメータエレメントの上に設けら
れている。
【００２７】
　出力信号状態表示部（デジタル）３７ｉには、Output Levelのレベルメータエレメント
が２本表示され、グループの各アンプにおける各チャンネルの出力信号（デジタル）レベ
ルの内から設定表示エレメント４１で設定された最大値あるいは最小値の出力信号レベル
が検出されて表示される。図示する場合は、２チャンネルとも設定表示エレメント４１で
「Max」が設定されており、グループの各アンプにおける当該チャンネルの内で最大の出
力信号レベルが各チャンネルのレベルメータエレメントに表示される。また、Loadのイン
ピーダンスを表示するレベルメータエレメントが２本表示され、グループの各アンプにお
ける各チャンネルのスピーカのインピーダンスの内から設定表示エレメント４１で設定さ
れた最大値あるいは最小値のインピーダンスが検出されてオーム（Ω）の単位で表示され
る。図示する場合は、２チャンネルとも設定表示エレメント４１で「Min」が設定されて
おり、グループのアンプにおける当該チャンネルの内で最大の負荷となる最小のインピー
ダンスが各チャンネルのレベルメータエレメントに表示される。さらに、出力信号状態表
示部（デジタル）３７ｉにおける各レベルメータエレメントの上には出力信号がクリップ
された際あるいはインピーダンスが下限値を越えた際に、警告表示するClipエレメントが
設けられている。
【００２８】
　さらに、動作状態表示部（温度等）３７ｊには、グループのアンプに異常状態が生じた
際に警告表示するProtectionエレメントが設けられている。また、Tempのレベルメータエ
レメントが２本表示されグループのアンプにおける各チャンネルのヒートシンクの温度の
内から設定表示エレメント４１で設定された最大値あるいは最小値の温度が検出されて表
示される。図示する場合は、２チャンネルとも設定表示エレメント４１で「Max」が設定
されており、グループのアンプにおける当該チャンネルの内で最高温の温度が各チャンネ
ルのレベルメータエレメントに表示される。また、アンプの電源をオン／オフするPower
エレメントが設けられている。なお、各チャンネルのTempのレベルメータエレメントの上
には上限の温度を超えた際に、警告表示するHighエレメントが設けられている。
【００２９】
　以上説明した、アンプグループのDetail View３７－２において、オン／オフスイッチ
とされるMuteエレメントおよびPowerエレメントでは、オン／オフパラメータも表示され
、操作される毎にグループのアンプの当該チャンネルの全てのオン／オフが交互に一括し
て切り替わるトグル動作となる。この場合、Muteエレメントでは、グループの各アンプに
おける当該チャンネルの全てでオン状態の場合はオン表示（例えば赤色）され、当該チャ
ンネルの全てでオフ状態の場合はオフ表示（例えば、灰色）され、当該チャンネルの一部
がオン状態で残りがオフ状態の場合は混在表示（例えば、黄色）される。なお、オン状態
とオフ状態のチャンネルが混在している場合にMuteエレメントを操作すると、全チャンネ
ルをミュートするオン状態となり、それ以降の操作においてトグル動作となる。また、Po
werエレメントでは、グループのアンプの全てでオン状態の場合はオン表示（例えば青色
）され、グループのアンプの全てでオフ状態の場合はオフ表示（例えば、灰色）され、グ
ループのアンプの一部がオン状態で残りがオフ状態の場合は混在表示（例えば、黄色）さ
れる。なお、オン状態とオフ状態のチャンネルが混在している場合にPowerエレメントを
操作すると、グループの全アンプがオフ状態となり、それ以降の操作においてトグル動作
となる。
【００３０】
　また、ClipエレメントおよびHighエレメントの警告表示では、グループの各アンプにお
ける当該チャンネルの全てでアラート事象が発生していない場合に警告無し表示（例えば
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、緑色）となり、当該チャンネルの一部でアラート事象が発生した場合は一部警告表示（
例えば、オレンジ色）となり、当該チャンネルの全てでアラート事象が発生した場合に全
警告表示（例えば、赤色）となる。さらに、Protectionエレメントの警告表示では、グル
ープの全アンプでアラート事象が発生していない場合に警告無し表示（例えば、緑色）と
なり、一部のアンプでアラート事象が発生した場合は一部警告表示（例えば、オレンジ色
）となり、全アンプでアラート事象が発生した場合に全警告表示（例えば、赤色）となる
。
【００３１】
　次に、Tree View(Feed)３６－２等において２チャンネルを有するタイプＡのアンプに
おける片チャンネルのみが属しているチャンネルグループが選択された際に表示されるチ
ャンネルグループのDetail View３７－２の具体例を図１２に示す。
　図１２に示すチャンネルグループのDetail View３７－２は、タイプＡのアンプにおけ
る２チャンネルの内のＲチャンネルのみが属するチャンネルグループが選択された際に表
示されるDetail View３７－２とされる。このDetail View３７－２の各表示部３７ｇ～３
７ｊにおいては、選択されたチャンネルグループに属していないＬチャンネルの動作デー
タを表示するエレメントは無効表示されている。すなわち、入力信号状態表示部（アナロ
グ）３７ｇに、設定表示エレメント４１およびClipエレメントを備えるＲチャンネル用の
Input Levelのレベルメータエレメント、Ｒチャンネル用のMuteエレメントのみが表示さ
れている。また、出力信号状態表示部（アナログ）＋アッテネータ３７ｈには、帯状エレ
メント４０を備えるＲチャンネル用のAttenuationのレベル操作子であるフェーダエレメ
ント、設定表示エレメント４１を備えるＲチャンネル用のWattのレベルメータエレメント
、Ｒチャンネル用のMuteエレメントのみが表示されている。
【００３２】
　出力信号状態表示部（デジタル）３７ｉには、設定表示エレメント４１およびClipエレ
メントが備えられたＲチャンネル用のOutput Levelのレベルメータエレメント、設定表示
エレメント４１およびClipエレメントを備えるＲチャンネル用のLoadのレベルメータエレ
メントのみが表示されている。さらに、動作状態表示部（温度等）３７ｊには、アンプの
Protectionエレメント、設定表示エレメント４１およびHighエレメントを備えるＲチャン
ネル用のTempのレベルメータエレメント、アンプのPowerエレメントが表示されている。
なお、各表示部３７ｇ～３７ｊにおける各エレメントの機能については前述の説明の通り
とされていることから、その説明は省略する。ただし、Powerエレメントを操作してチャ
ンネルグループに属するＲチャンネルを有しているアンプを一括してオフすると、他のチ
ャンネルグループに属しているおそれのある当該アンプのＬチャンネルもオフされてしま
うことから、Powerエレメントは操作不能とされている。また、図１２に示すDetail View
３７－２においては無効表示されたエレメントは消去されているが、当該エレメントを灰
色表示することで無効表示するようにしても良い。
【００３３】
　ところで、上記の説明では２チャンネルのアンプタイプしか定義していなかったが、４
チャンネルのアンプタイプも考えられる。ここでは、４チャンネルの下位機種のアンプタ
イプをタイプＣとして表し、Tree View(Rack)３６－１等において４チャンネルのタイプ
Ｃのアンプが選択された際に表示される個別アンプのDetail View３７－２の具体例を図
１３に示す。図１３に示す４チャンネルの個別アンプのDetail View３７－２は、図９に
示す２チャンネルのDetail View３７－２が４チャンネルに拡張されている。すなわち、
入力信号状態表示部（アナログ）３７ｇには、Clipエレメントを備える４チャンネル分の
Input Levelのレベルメータエレメント、４チャンネル分のMuteエレメントが表示されて
いる。出力信号状態表示部（アナログ）＋アッテネータ３７ｈには、２チャンネルずつリ
ンクさせるLinkエレメントを備える４チャンネル分のAttenuationのレベル操作子である
フェーダエレメント、Clipエレメントを備える４チャンネル分のWattのレベルメータエレ
メント、４チャンネル分のMuteエレメントが表示されている。
【００３４】
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　また、出力信号状態表示部（デジタル）３７ｉには、Clipエレメントを備える４チャン
ネル分のOutput Levelのレベルメータエレメントが表示されている。さらに、動作状態表
示部（温度等）３７ｊには、アンプのProtectionエレメント、Highエレメントを備える４
チャンネル分のTempのレベルメータエレメント、アンプのPowerエレメントが表示されて
いる。なお、各表示部３７ｇ～３７ｊにおける各エレメントの機能については前述の説明
の通りとされていることから、その説明は省略する。また、タイプＣのアンプのみが属す
るグループ、および、タイプＣとタイプＡのアンプが属するグループのDetail View３７
－２は、ここで示したタイプＣのアンプのDetail View３７－２とアッテネータ３７ｈの
フェーダエレメントの形状と、各レベルメータエレメントに設定表示エレメントが付与さ
れる点が異なるだけであるので、その図と詳細な説明は省略する。これは、タイプＡのア
ンプのDetail View３７－２と、タイプＡのアンプのみが属するグループのDetail View３
７－２との関係と同じである。すなわち、この場合のグループのフェーダエレメントとし
ては、図１３のアッテネータ３７ｈに表示される通常のフェーダエレメントの代わりに、
図１０のアッテネータ３７ｈに表示されているような帯状エレメント４０付きのフェーダ
エレメントが表示される。
【００３５】
　次に、Tree View(Rack)３６－１等において２チャンネルのタイプＢのアンプが選択さ
れた際に表示される個別アンプのDetail View３７－１の具体例を図１４に示す。図１４
に示す個別アンプのDetail View３７－１では、図９に示す下位機種用のDetail View３７
－２が上位機種用に表示部数が拡張されて多くの動作データのパラメータが表示されてい
る。すなわち、Detail View３７－１の入力信号状態表示部（アナログ）３７ａには、Cli
pエレメントを備える２チャンネル分のInput Levelのレベルメータエレメント、２チャン
ネル分のMuteエレメントが表示されている。入力信号状態表示部（デジタル）３７ｂには
、レベル操作子でレベル制御された後のデジタルの音響信号のレベルを表示するClipエレ
メントを備える２チャンネル分のPost Levelのレベルメータエレメントが表示されている
。アッテネータ３７ｃには、コンプレッサのスレッショルドレベルを表示するLinkエレメ
ントを備える２チャンネル分のComp TLのフェーダエレメント、Linkエレメントを備える
２チャンネル分のAttenuationのレベル操作子であるフェーダエレメントが表示されてい
る。
【００３６】
　出力信号状態表示部（アナログ）３７ｄには、Clipエレメントを備える２チャンネル分
のOutput Levelのレベルメータエレメント、Clipエレメントを備える２チャンネル分のLo
adのレベルメータエレメント、Clipエレメントを備える２チャンネル分のWattのレベルメ
ータエレメント、２チャンネル分のMuteエレメントが表示されている。また、出力状態表
示部（デジタル出力）３７ｅには、拡張カードが装着可能なスロットにおけるスロット毎
のデジタル出力のレベルを表示するClipエレメントを備える４スロット分のSlot outのレ
ベルメータエレメントが表示される。さらに、動作状態表示部（温度・ファン等）３７ｆ
には、リミッタ、ミュート、シャットダウン、クリップリミッタ等の警告表示を表示する
２チャンネル分のProtectionエレメント、Highエレメントを備える２チャンネル分のTemp
のレベルメータエレメント、電源電圧を表示するHighエレメントを備えるPS Vエレメント
、冷却用ファンの回転数を表示するHighエレメントを備えるFanエレメント、スイッチ操
作に応じて入力からフェーダの前までの信号経路（Path）においてＤＳＰ１４が行う信号
処理の編集画面が開かれるSignal Pathエレメント、アンプの電源をオン／オフするPower
エレメントが表示される。なお、各表示部３７ａ～３７ｆにおいて説明していない各エレ
メントの機能については前述の説明の通りとされていることから、その説明は省略する。
また、タイプＢのアンプのみが属するグループ、および、タイプＢとタイプＡのアンプが
属するグループのDetail View３７－２は、ここで示したタイプＢのアンプのDetail View
３７－２とアッテネータ３７ｈのフェーダエレメントの形状と、各レベルメータエレメン
トに設定表示エレメントが付与される点が異なるだけであるので、その図と詳細な説明は
省略する。
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【００３７】
　次に、Tree View(Rack)３６－１等においていずれかのグループを選択した際に、選択
したグループにタイプＡのアンプ、タイプＢのアンプ、タイプＣのアンプが含まれている
場合がある。このような場合には、Detail View３７にグループに属する全てのアンプに
おける動作データのパラメータを表示できる表示部が表示されるようになる。そこで、Tr
ee View(Rack)３６－１等においてタイプＡのアンプ、タイプＢのアンプ、タイプＣのア
ンプが含まれているチャンネルグループが選択された際に表示されるチャンネルグループ
のDetail View３７－３の一例を図１５に示す。この場合、チャンネルグループには、タ
イプＢのアンプの第１チャンネルおよびタイプＣのアンプの第３，４チャンネルが少なく
とも属している。また、タイプＡとタイプＢとタイプＣにおけるアンプの第２チャンネル
はチャンネルグループに属していない。図１５に示すチャンネルグループのDetail View
３７－３では、表示されるチャンネルは第２チャンネルを除く３チャンネルとされており
、第２チャンネルは消去表示される。また、Detail View３７の表示画面のサイズが限ら
れていることから、タブにより切り替えることで表示できない動作データのパラメータを
表示するようにしている。
【００３８】
　すなわち、Detail View３７－３において入力信号状態表示部（アナログ）３７ａと入
力信号状態表示部（デジタル）３７ｂとのタブが設けられており、入力信号状態表示部（
アナログ）３７ａのタブが選択された際には、Clipエレメントおよび設定表示エレメント
４１を備える３チャンネル分のInput Levelのレベルメータエレメント、３チャンネル分
のMuteエレメントが表示される。また、入力信号状態表示部（デジタル）３７ｂのタブが
選択された際には、図示されていないがClipエレメントを備える３チャンネル分のPost L
evelのレベルメータエレメント、３チャンネル分のMuteエレメントが表示される。アッテ
ネータ３７ｃには、コンプレッサのスレッショルドレベルを表示する帯状エレメント４０
を備える第１チャンネル用のComp TLのフェーダエレメント、Linkエレメントと帯状エレ
メント４０を備える３チャンネル分のAttenuationのレベル操作子であるフェーダエレメ
ントが表示されている。なお、第３，４チャンネルのアンプはタイプＣとされてＤＳＰ１
４による信号処理が行われていないことから第３，４チャンネル用のComp TLのフェーダ
エレメントは消去表示されている。
【００３９】
　出力信号状態表示部（アナログ）３７ｄには、Clipエレメントおよび設定表示エレメン
ト４１を備える３チャンネル分のOutput Levelのレベルメータエレメントが表示されると
共に、「Load」と「Watt」のタブが設けられており、「Load」のタブが選択された際には
、Clipエレメントおよび設定表示エレメント４１を備える３チャンネル分のLoadのレベル
メータエレメント、３チャンネル分のMuteエレメントが表示される。また、「Watt」のタ
ブが選択された際には、図示されていないがClipエレメントおよび設定表示エレメント４
１を備える３チャンネル分のWattのレベルメータエレメント、３チャンネル分のMuteエレ
メントが表示される。さらに、出力状態表示部（デジタル出力）３７ｅには、Clipエレメ
ントおよび設定表示エレメント４１を備える４スロット分のSlot outのレベルメータエレ
メントが表示される。さらにまた、動作状態表示部（温度・ファン等）３７ｆには、リミ
ッタ、ミュート、シャットダウン、クリップリミッタ等の警告表示を表示するタイプＡの
アンプ用およびタイプＢを含む第１チャンネル用のProtectionエレメント、Highエレメン
トおよび設定表示エレメント４１を備える３チャンネル分のTempのレベルメータエレメン
ト、電源電圧を表示するHighエレメントおよび設定表示エレメント４１を備えるPS Vエレ
メント、冷却用ファンの回転数を表示するHighエレメントおよび設定表示エレメント４１
を備えるFanエレメント、アンプの電源をオン／オフするPowerエレメントが表示される。
【００４０】
　なお、各表示部３７ａ～３７ｆにおいて説明していない各エレメントの機能については
前述の説明の通りとされていることから、その説明は省略する。ただし、タイプＢのアン
プが有するパラメータの全てをタイプＡのアンプでは有していないことから、設定表示エ
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レメント４１を備えるタイプＢのアンプでしか表示されないレベルメータエレメントにお
いては、タイプＢのアンプの当該チャンネルの内から設定表示エレメント４１で設定され
た最大値あるいは最小値が検出されて表示される。また、設定表示エレメント４１を備え
るタイプＢおよびタイプＡのアンプで共通に表示されるエレメントにおいては、全てのア
ンプの当該チャンネルの内から設定表示エレメント４１で設定された最大値あるいは最小
値が検出されて表示される。さらに、チャンネル数が３チャンネル以上の場合に、設定表
示エレメント４１を備えるエレメントにおいては、第３チャンネル以降のチャンネルでは
、当該チャンネルを有するアンプの当該チャンネルの内から設定表示エレメント４１で設
定された最大値あるいは最小値が検出されて表示される。なお、Powerエレメントを操作
してチャンネルグループに属するチャンネルのアンプを一括してオフすると、他のチャン
ネルグループに属しているおそれのある当該チャンネルグループに属していないチャンネ
ルもオフされるようになることから、Powerエレメントは操作不能とされている。また、S
ignal Pathエレメントは省略されている。
【００４１】
　ところで、上記したアンプグループおよびチャンネルグループのDetail View３７にお
いて、レベルパラメータを表示するレベルメータエレメントにおいては、設定表示エレメ
ント４１で設定されたグループにおける当該チャンネルの内の最大値あるいは最小値のパ
ラメータ値が表示されるようになる。この設定表示エレメント４１において表示するパラ
メータ値として最大値（Max）あるいは最小値（Min）の設定を変更する表示設定変更操作
を図１１に示す。ここでは、Output Level５０のレベルメータエレメントを例に挙げて、
最大値（Max）から最小値（Min）へ設定を変更する場合を説明している。上段に示すOutp
ut Level５０のレベルメータエレメントでは、設定表示エレメント４１が「Max」に設定
されており、最大値のパラメータ値が当該チャンネルのレベルメータエレメントで表示さ
れる。ここで、設定表示エレメント４１上でクリックすると中段に示す「Max」と「Min」
を選択するメニュー５１が開く。このメニュー５１で「Min」を選択すると、下段に示す
ように設定表示エレメント４１が「Min」に設定変更されて、最小値のパラメータ値が当
該チャンネルのレベルメータエレメントで表示されるようになる。
【００４２】
　なお、グループごとに「Max」と「Min」の表示設定を異ならせることができる。すなわ
ち、同じツリーでも、階層が上位のグループと階層が下位のグループとで「Max」と「Min
」の表示設定を異ならせることができる。また、異なるツリーでは、仮に同じグループが
あっても、「Max」と「Min」の表示設定を相互に独立して行うことができることは当然で
ある。
　また、図１５に示すDetail View３７－３においては、選択されたチャンネルグループ
には、タイプＢのアンプの第１チャンネルおよびタイプＣのアンプの第３，４チャンネル
が属しているが、タイプＢのアンプの第２チャンネルも選択されたグループに属している
場合は、表示部３７ａ、３７ｂ、３７ｄには第２チャンネル用のレベルメータエレメント
が追加されて表示されると共に、アッテネータ３７ｃには、第２チャンネル用のComp TL
およびレベル操作子のフェーダエレメントが追加されて表示される。さらに、動作状態表
示部（温度・ファン等）３７ｆには、第２チャンネル用のProtectionエレメントとTempの
レベルメータエレメントが追加されて表示されるようになる。
【００４３】
　次に、ＰＣ２において実行されるＰＣ側アプリの動作手順（大枠）処理のフローチャー
トを図１６に示す。
　ＰＣ側アプリとされるアンプマネージャソフトがＰＣ２においてＯＳ上で起動されると
ＰＣ側アプリの動作手順（大枠）処理がスタートされて、ステップＳ１０にて各種初期化
が行われてＰＣ２の表示器に基本画面４が表示され、ＲＡＭにはワーキングエリアやカレ
ントプロジェクトのエリアが設定される。次いで、操作イベントが入力されるまでステッ
プＳ１１にて待機される。この操作イベントは、ユーザがＵＩ２３に備えられている操作
子を操作して、基本画面４上に表示された各種エレメントに対する操作を行ったことを示
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す操作イベントであり、例えばプロジェクトファイルをロードする操作イベント、オンラ
インボタン３３を操作した操作イベント等が含まれている。ここで、操作イベントがある
とステップＳ１２に進み操作イベントに応じた処理が行われる。ステップＳ１２の処理が
終了するとステップＳ１３にて当該イベントがアンプマネージャソフトを終了させるイベ
ントであるか否かが判断され、終了させるイベントでない場合は分岐してステップＳ１１
に戻り、ステップＳ１１ないしステップＳ１３の処理が繰り返し行われるようになる。そ
して、ステップＳ１３にて終了させるイベントであると判断された際にはステップＳ１４
に進みアンプマネージャソフトの終了処理が行われて、ＰＣ側アプリの動作手順（大枠）
処理は終了する。なお、ステップＳ１１では、操作イベント以外のイベント、例えば、Ｉ
／Ｆ２２でデータの受信があったことを示す受信イベントや、図示しないタイマからの割
込発生を示すタイマイベント等のイベントも検出されており、続くステップＳ１２では、
その検出されたイベントに応じた処理が行われる。
【００４４】
　次に、操作イベントがプロジェクトファイルをロードする操作イベントであった場合に
、上記ステップＳ１２にて実行されるロード処理のフローチャートを図１７に示す。
　プロジェクトファイルをロードする操作イベントが検出されると、図１７に示すロード
処理がスタートされ、ステップＳ２０にてプロジェクトファイルがオープンされてＲＡＭ
上に設定されたカレントプロジェクトのエリアにプロジェクトファイルの各種情報がロー
ドされる。次いで、ステップＳ２１にてプロジェクトファイルに含まれるユーザ認証用の
情報に基づいてユーザ認証が行われる。ユーザの入力したユーザＩＤとパスワードが該情
報に整合していれば、そのユーザＩＤが示すユーザとしてプロジェクトファイルにログイ
ンされ、対応するユーザ権限が付与される。ここで付与される権限には、少なくとも、当
該プロジェクトに登録されたアンプの状態を閲覧し制御できる制御権限と、閲覧のみがで
きる閲覧権限の２通りがある。次いで、ステップ２２にてプロジェクトファイルにおける
各デバイスとＬＡＮ４に実際に接続されている実デバイスとを対応付ける確認（マッチン
グ）が行われる。この確認では、実デバイスから装置識別情報（装置ＩＤ）や機種情報等
を取得し、プロジェクトファイルに記憶されている各デバイスの装置ＩＤや機種情報等と
対比することで、実デバイスとプロジェクトファイルにおけるデバイスとの対応付けが行
われる。次いで、ステップ２３にて画面の初期化が行われて初期化されたTree View３６
とDetail View ３７からなる基本画面４がＰＣ２の表示器に表示され、ロード処理は終了
する。
【００４５】
　ここで、ＰＣ２の記憶手段に記憶されているプロジェクト関連のデータ構造を図３６な
いし図３９に示す。
　図３６はＨＤＤ２４に記憶されているプロジェクトライブラリのデータ構造を示し、プ
ロジェクトライブラリと同じ階層にＰＣ２の自機のコントローラＩＤが記憶されている。
プロジェクトライブラリには、複数のプロジェクトファイルを保存可能とされ、それぞれ
のプロジェクトファイルは、複数のアンプを１つのアンプシステム１として制御するため
のデータであり、プロジェクトＩＤ、プロジェクト名、複数のデバイス（アンプ）をグル
ープ化する情報であって、各デバイスを収納するラックの観点で階層的にグループ化する
ツリー情報（RackTree）、出力先のスピーカの観点で階層的にグループ化するツリー情報
（Feed Structure Tree）、ユーザの定める任意のグループにグループ化するツリー情報
（User Defined Tree）、当該プロジェクトに登録された各デバイスの詳細情報とされる
装置情報１，装置情報２，・・・、その他の情報が含まれている。各装置情報には、装置
ＩＤ、機種情報、ＩＰ（Internet Protocol）アドレス、機器名、動作データ、その他の
情報が含まれている。動作データは、デバイスの動作を制御する制御データである。また
、装置情報におけるその他の情報には、各ユーザのユーザ認証や権限付与のための情報や
、アンプの各タイプないし各グループのDetail Viewにおける各エレメントの表示設定の
情報等が含まれている。
【００４６】
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　図３７は、ＰＣ２のＲＡＭに記憶されている現在の動作状態の情報が含まれているカレ
ントプロジェクトのデータ構造を示し、カレントプロジェクトは基本的にプロジェクトフ
ァイルと同じ内容とされており、さらに、状態データと表示制御情報とが追加されている
。また、各装置情報には当該デバイスがオンライン状態とされているか否かを示すOnLine
情報と、当該デバイスをリモート制御しているＰＣ２の機器ＩＤとされるコントローラＩ
Ｄが追加されている。このコントローラＩＤは、当該プロジェクトの各デバイスに対応付
けられた実デバイスから取得したコントローラＩＤを記憶する領域である。また、図中の
状態データは、当該プロジェクトのデバイスとオンライン状態にある実デバイスから取得
した状態データであって、現在のDetail Viewの表示に必要な状態データを記憶する領域
である。ここに記憶されている個々のパラメータは、装置ＩＤとパラメータ番号ＰＮとで
特定されるパラメータであるのでVAL（装置ID、PN）のように表記されている。また、表
示制御情報は、後述するタイマ割り込み処理用のタイマレジスタCNT （PN）の領域と、そ
の他の情報からなる。このその他の情報の領域には、アンプの各タイプないし各グループ
のDetail Viewにおける各エレメントの表示設定の情報等が含まれている。また、ＲＡＭ
にはワーキングエリアが設定されている。
【００４７】
　図３８には、アンプマネージャソフトが備える各アンプのデータ構成や表示画面等を定
義するアンプ定義情報（「TypeA Amp Definition」、「TypeB Amp Definition」、…）と
、各グループの表示画面等を定義するグループ定義情報（「TypeA Group Definition」、
「TypeB Group Definition」、…）とを記憶したライブラリのデータ構造が示されている
。その詳細として、例えば、タイプＡのアンプのアンプ定義情報であるTypeA Amp Defini
tionには、同アンプの動作データの構成と扱い方を定義した動作データ定義、同アンプの
状態データの構成と扱い方を定義した状態データ定義、同アンプのDetail View３７－２
に表示すべきエレメントとそのエレメントの表示位置とそのエレメントで表示されるパラ
メータとを定義したDetail View定義、その他、TypeAのアンプの制御に必要とされる各種
定義情報が記憶されている。また、タイプＡのアンプのみが属するグループのグループ定
義情報であるTypeA Group Definitionには、同グループのDetail View３７－２における
各エレメントの画面配置と対応するパラメータとを定義したDetail View定義、その他の
同グループの制御に必要とされる各種定義情報が記憶されている。また、図示されていな
いがタイプＡとタイプＢの組み合わせのグループのグループ定義情報であるTypeAB Group
 Definitionや、タイプＡとタイプＢとタイプＣの組み合わせのグループのグループ定義
情報であるTypeABC Group Definitionも記憶されている。
　図３９には、実デバイスであるアンプ３の記憶手段１１に記憶されている情報のデータ
構造が示されている。各アンプ３には、各アンプ３を特定することのできる機種情報、装
置ＩＤ、ＩＰアドレスや、自機の現在の動作を制御する動作データ、自機をリモート制御
しているＰＣ（自機に対する制御権のあるＰＣ）の機器ＩＤとされるコントローラＩＤ、
同ＰＣから供給されたアカウント情報（各ユーザの認証や権限の情報）を含むその他の情
報が記憶されている。また、装置ＩＤは、自機のＩ／Ｆ１２のＭＡＣ（Media AccessCont
rol）アドレスと、設定されたデバイスＩＤとから構成されている。ＣＰＵ１０は、アン
プ内に記憶されている動作データに基づいてアンプの内部の各ブロック、すなわち、ＤＳ
Ｐ１４，ＡＭＰ１５，ＵＩ１３等の動作を制御する。また、ＣＰＵ１０は、アンプの状態
データとして、ＡＭＰ１５内部のレベル検出器が検出した信号のレベルやヒートシンクに
付けられた温度センサが検出した温度等をＤ／Ａ・Ａ／Ｄ１６を介して取得することがで
きる。さらに、ＣＰＵ１０は、ＡＭＰ１５で発生した各種プロテクションやレベルオーバ
ー等のアラート事象をＡＭＰ１５から直接取得することができる。
【００４８】
　次に、操作イベントがオンラインボタン３３を操作した操作イベントであった場合に、
上記ＰＣ側アプリの動作手順（大枠）処理のステップＳ１２にて実行されるオンライン処
理のフローチャートを図１９に示す。
　オンラインボタン３３を操作した操作イベントが検出されると、図１９に示すオンライ
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ン処理がスタートされ、ステップＳ４０にてＬＡＮに接続された実デバイスのうちの、当
該プロジェクトの何れかのデバイスと対応付けがされた１台の実デバイスから、記憶され
ている装置ＩＤとアカウント情報とコントローラＩＤをそれぞれ取得する。次いで、ステ
ップＳ４１にて、当該実デバイスのアカウント情報とＰＣ２の当該プロジェクトへログイ
ンしているユーザ（ログインユーザ）のユーザＩＤとパスワードの整合性、ログインユー
ザの制御権限の有無、および、実デバイスのコントローラＩＤの有無が確認される。そし
て、その認証結果がステップＳ４２にて判断され、ここでユーザＩＤおよびパスワードが
該アカウント情報に含まれており（アカウント情報に整合）、かつ制御権限があり、かつ
コントローラＩＤがクリアされていると判断された場合（ステップＳ４２の「ＯＫ」）は
、図３６に示されるＰＣ２のコントローラＩＤが図３９に示される当該実デバイス内のコ
ントローラＩＤに上書きされる。実デバイス内にＰＣ２のコントローラＩＤが記憶されて
いる場合、そのＰＣ２はその実デバイスの制御権を有しており、その実デバイスをリモー
ト制御（閲覧＋制御）することができる（オンライン状態）。続いて、ステップＳ４３に
進み当該実デバイスの動作データと当該プロジェクトの対応するデバイスの動作データと
の整合性（完全一致か否か）がチェックされる。ここで動作データが整合しており、ステ
ップＳ４４にてＯＫと判断された場合は、ステップＳ４６に進み次の装置があるか否かが
判断される。
【００４９】
　また、ステップＳ４２にて、アカウント情報に整合するがログインユーザに制御権はな
い、あるいは、アカウント情報は整合するがコントローラＩＤがクリアされていないと判
断された場合（ステップＳ４２のＮＧ）は、ステップＳ４５に分岐して逆シンクロ処理を
行い、ステップＳ４６に進む。この場合、ＰＣ２は当該実デバイスのリモート制御を行う
ことはできないが、当該実デバイスの動作状態をモニタ（閲覧）することができるように
なる（モニタ状態）。ここで、逆シンクロ処理は、当該実デバイスから動作データを取得
して、ＰＣ２の当該プロジェクトの対応するデバイスの動作データに上書きすることによ
り、当該プロジェクトのデバイスの動作データを実デバイスの動作データに一致させる処
理である。なお、ステップＳ４２の判定で、ユーザＩＤおよびパスワードが整合しないと
判断された場合は、閲覧権限をも有しないということであるので、そのまま、図示しない
経路でステップＳ４６に進む。
【００５０】
　また、ステップＳ４４にて、動作データが不整合でありＮＧと判断された場合は、ステ
ップＳ４５に分岐し、ユーザからシンクロ方向の指示を受け取り、その指示に従ってシン
クロ処理あるいは逆シンクロ処理を実行して、ステップＳ４６に進む。ここで、シンクロ
処理は、ＰＣ２のデバイスの動作データを対応する実デバイスに送信して、その実デバイ
ス内の動作データに上書きすることにより、実デバイスの動作データを当該プロジェクト
のデバイスの動作データに一致させる処理である。そしてステップＳ４６において、当該
プロジェクトの何れかのデバイスに対応付けされた実デバイスのうち、未処理の実デバイ
スがあるか否かが判定され、未処理の実デバイスが見つかる毎に、その実デバイスに関し
て、ステップＳ４１ないしステップＳ４５の処理が実行される。そして、未処理の実デバ
イスがないと判断されると、このオンライン処理を終了する。
【００５１】
　ＬＡＮ４に接続された実デバイスのうち、これから説明する図２１～図３１の処理で処
理対象とされる実デバイスは、図２１、図２２、図２３、図２８、図２９、図３０の処理
については、当該プロジェクトのオンライン状態ないしモニタ状態にあるデバイスに対応
付けられた実デバイスであり、図２４、図２５、図２６、図３１の処理については、オン
ライン状態にあるデバイスに対応付けられた実デバイスである。また、当該プロジェクト
のモニタ状態にあるデバイスのDetail View３７あるいはそのデバイスを含むグループのD
etail View３７では、対応する実デバイスの制御権がないので図２４、図２５、図２６、
図３１の処理を実行できない。
　また、図示しないが基本画面４には、オフライン化を指示するオフラインボタンも備え
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られている。ステップＳ１１でオフラインボタンを操作したことを示す操作イベントが検
出されたとき、カレントプロジェクトの全てのデバイスをオフライン状態に設定するとと
もに、それまでオンライン状態にあった全てのデバイスに対応する実デバイスに対して、
コントローラＩＤのクリアを指示する変更要求が送信され、その要求を受信した各実デバ
イスは、自身の記憶手段に記憶されたコントローラＩＤをクリアし、ＰＣ２からリモート
制御されないフリーの状態になる。
【００５２】
　次に、Detail View３７を初期化するDetail View初期化処理のフローチャートを図２０
に示す。DetailView初期化処理は、プロジェクトファイルのロード時（ステップＳ２３）
やTree View３６においていずれかのグループやアンプ（チャンネルも含む）がクリック
操作された際にＰＣ２において起動される。その際のDetail View３７の表示対象は、プ
ロジェクトファイルのロード時であれば、そのセーブ時に選択されていたグループないし
アンプとなり、グループやアンプがクリックされた際には、そのクリックされたグループ
ないしアンプとなる。Detail View初期化処理がスタートされると、ステップＳ５０にて
、カレントプロジェクトに基づいて、その表示対象がアンプかグループかが判断される。
ここで、アンプと判断された場合は、ステップＳ５１に進み、そのアンプの機種が２ｃｈ
の上位機種（タイプＢ）、２ｃｈの下位機種（タイプＡ）、…の何れであるかが判定され
、図３８のライブラリのその機種に対応するアンプ定義情報中のDetail View定義情報が
選択される。例えば、アンプの機種が２ｃｈの下位機種（タイプＡ）と判断されると、Ty
peA Amp Definition中のDetail View定義情報が選択される。また、ステップＳ５０にて
グループと判断された場合は、ステップＳ５２に分岐して、そのグループがタイプＡのみ
が属するグループ、タイプＡとタイプＢが属するグループ、…の何れであるかが判定され
、図３８のライブラリのそのグループに対応するグループ定義情報中の Detail View定義
情報が選択される。
【００５３】
　ステップＳ５１においてDetail View定義情報が選択されると、ステップＳ５３にて選
択されたDetail View定義情報に基づいて表示すべき各エレメントのＧＵＩ部品を生成し
て、Detail View３７の所定位置に当該エレメントを配置する。次いで、ステップＳ５４
にて、それらのエレメントで表示されるパラメータを記憶するためのテンポラリ領域を確
保する。このテンポラリ領域には実デバイスから取得されるエレメントの状態データ（パ
ラメータ）の値が格納される。次いで、ステップＳ５５にて表示対象のデバイスに対応す
る実デバイスあるいは表示対象のグループに属する各デバイスに対応する各実デバイスに
対して、このテンポラリ領域に記憶すべき状態データの定期送信を要求する。この要求（
リクエスト）に応じて、各実デバイスからＰＣ２に、要求された状態データが定期的に送
信され、ＰＣ２は受信した状態データをテンポラリ領域のその状態データのために用意さ
れた位置に上書きする。次いで、ステップＳ５６では、その時点のテンポラリ領域の動作
データを Detail View３７に反映させるDetail View表示更新処理が行われ、この処理を
終了するとDetail View初期化処理は終了する。
【００５４】
　ここで、「状態データ」は、音響信号波形のレベルのように時々刻々と変化するデータ
である。当該プロジェクトでオンライン状態ないしモニタ状態のデバイスに対応する実デ
バイスは、ＰＣ２からのリクエストに応じて、そのＰＣ２に対し要求された動作データを
定期的（例えば、１００ｍｓｅｃ毎）にレスポンスとして送り返すようになっている。Ｐ
Ｃ２は、レスポンスとして定期的に受信する動作データをテンポラリ領域に記憶するとと
もに、図２１に示されるDetail View表示更新処理によって、その受信した動作データの
値をDetail View３７の表示に反映させる。なお、オフライン状態のデバイスについては
、対応する実デバイスがあったとしても、その実デバイスから状態データが送られてこな
いので、テンポラリ領域には、オフライン状態のデバイス用の領域は用意されない。また
、信号のクリップや、過負荷の発生や、異常の発生等のアラート事象については、この状
態データと比べて緊急度が高いので、実デバイスでアラート事象が検出されたら、直ちに
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ＰＣ２へ送信されるようになっている。そして、アラート事象を受信したＰＣ２は、直ち
にそのアラート事象に対応する警告表示を行う。
【００５５】
　また、操作イベントがプロジェクトファイルを保存する操作イベントであった場合に、
上記ＰＣ側アプリの動作手順（大枠）処理のステップＳ１２にて実行されるストア処理の
フローチャートを図１８に示す。
　プロジェクトファイルを保存する操作イベントが検出されると、図１８に示すストア処
理がスタートされ、ステップＳ３０にてＲＡＭ上のカレントプロジェクトがプロジェクト
ファイルとしてＨＤＤ２４等の記憶装置にストアされる。これにより、現在のアンプシス
テム１の動作状態を反映したプロジェクトファイルがＰＣ２に保存されるようになる。ス
テップＳ３０の処理が終了するとストア処理は終了する。
【００５６】
　次に、Detail View 初期化処理のステップＳ５６にて実行されたり、所定周期（例えば
、１０ｍｓｅｃ）毎にステップＳ１２にて実行されるDetail View 表示更新処理のフロー
チャートを図２１に示す。
　Detail View表示更新処理がスタートされると、ステップＳ６０にて、カレントプロジ
ェクト中の表示中のDetail View３７にて表示対象となっているデバイスの動作データと
、テンポラリ領域に記憶されている状態データとを、Detail View３７の表示更新に用い
るデータとして特定する。ここで特定されるカレントプロジェクト内の動作データは、後
述する動作データ変更処理において逐次更新されるデータであり、テンポラリ領域の状態
データは実デバイス（アンプ）からのデータで定期的に更新されるデータである。そして
、ステップＳ６１にて、最初の部品（エレメント）について、その特定されたデータ中の
対応する動作データあるいは状態データの変化のチェックが行われ、ステップＳ６２にて
データに変化があるか否かが判断される。ここで、データに変化があると判断された場合
はステップＳ６２に進み当該Detail View画面の当該エレメントに応じた表示更新処理が
行われ、ステップＳ６４に進む。この表示更新処理は、後述する表示更新＊１処理ないし
表示更新＊６処理のいずれかとなり、これにより変化したデータに応じた表示で当該部品
が表示される。また、ステップＳ６２にてデータに変化がないと判断された場合は、ステ
ップＳ６３の表示更新処理はスキップされステップＳ６４に分岐する。ステップＳ６４で
は未処理の部品（エレメント）があるか否かが判断されて、次の部品があると判断された
場合はステップＳ６１へ戻りステップＳ６１ないしステップＳ６３の処理が繰り返し行わ
れて、その部品のデータに変化があった場合はその変化したデータに応じた表示で当該部
品が表示される。全ての部品についてステップＳ６１ないしステップＳ６３の処理が繰り
返し行われると、ステップＳ６４にて次の部品がないと判断されてDetail View 表示更新
処理は終了する。
【００５７】
　ここで、画面が個別アンプのDetail View３７とされて部品がレベルメータエレメント
とされている場合にステップＳ６３において実行される表示更新＊１処理のフローチャー
トを図２２（ａ）に示す。表示更新＊１処理がスタートされると、ステップＳ７０にて変
化したデータに応じたレベルがレベルメータエレメントに表示され表示更新＊１処理は終
了する。
　また、画面がグループのDetail View３７とされて部品がレベルメータエレメントとさ
れている場合にステップＳ６３において実行される表示更新＊２処理のフローチャートを
図２２（ｂ）に示す。表示更新＊２処理がスタートされると、ステップＳ７１にて当該レ
ベルメータエレメントに表示するグループ内の各アンプ／チャンネルのデータの内から最
小値と最大値とを検出するMin&Max検出処理が実行される。次いで、ステップＳ７２にて
当該部品の表示設定に最小値が設定されているか最大値が設定されているかが判断される
。ここで、表示設定が最大値と判断されると、ステップＳ７３に進み、ステップＳ７１に
おいて検出された最大値に応じたレベルがレベルメータエレメントに表示され表示更新＊
２処理は終了する。また、表示設定が最小値と判断されると、ステップＳ７４に分岐し、
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ステップＳ７１において検出された最小値に応じたレベルがレベルメータエレメントに表
示され表示更新＊２処理は終了する。
【００５８】
　　ここで、表示更新＊２処理における表示変更の具体例を図４２（ａ）（ｂ）を参照し
て説明する。
　図４２（ａ）（ｂ）に示す例においては、Ａｍｐ１，Ａｍｐ２，Ａｍｐ３のグループと
されており、Ａｍｐ１のFANパラメータが「２０％」とされ、Ａｍｐ２のFANパラメータが
「３２％」とされ、Ａｍｐ３はタイプＡとされてFANパラメータを有しておらずFANパラメ
ータが「－：－」とされている。なお、FANパラメータは最大回転数が１００％とされて
その割合を示すパラメータ値とされている。ここで、表示設定が「Max」とされて最大値
の表示設定とされている場合にDetail View 表示更新処理が実行されると、図４２（ａ）
に示すようにグループのDetail View３７におけるFANパラメータは「３２％」に表示変更
される。また、表示設定が「Min」とされて最小値の表示設定とされている場合にDetail 
View 表示更新処理が実行されると、図４２（ｂ）に示すようにグループのDetail View３
７におけるFANパラメータは「２０％」に表示変更される。
【００５９】
　次に、画面が個別アンプのDetail View３７とされて部品が値パラメータを表示する通
常のフェーダエレメントとされている場合にステップＳ６３において実行される表示更新
＊３処理のフローチャートを図２３（ａ）に示す。表示更新＊３処理がスタートされると
、ステップＳ８０にて変化したデータの現在値が当該エレメントに表示され表示更新＊３
処理は終了する。
　また、画面がグループのDetail View３７とされて部品が値パラメータを表示する帯状
エレメント４０を備えるフェーダエレメントとされている場合にステップＳ６３において
実行される表示更新＊４処理のフローチャートを図２３（ｂ）に示す。表示更新＊４処理
がスタートされると、ステップＳ８１にてグループ内の各アンプ／チャンネルのデータの
内から当該フェーダエレメントに表示する値パラメータの内から最小値と最大値とを検出
するMin&Max検出処理が実行される。次いで、検出された最大値と最小値がステップＳ８
２にて帯状エレメント４０に表示され表示更新＊４処理は終了する。
【００６０】
　次に、画面が個別アンプのDetail View３７とされて値パラメータを表示する通常のフ
ェーダエレメントの摘み等がユーザにより操作された際にステップＳ１２にて実行される
動作データ変更処理（アンプ）のフローチャートを図２４に示す。
　ＰＣ２が制御権を有している個別アンプのDetail View３７においてフェーダエレメン
トの摘み等が操作されるとＰＣ２において動作データ変更処理（アンプ）がスタートされ
、ステップＳ９０にてカレントプロジェクトの動作データのうちの対応するアンプ（当該
プロジェクトのデバイス）の当該フェーダエレメントに対応するパラメータ値（出力音量
レベル）が操作に応じて更新される。次いで、ステップＳ９１にて応答不要の変更要求を
当該アンプに対応付けられたアンプ（実デバイス）に送信してアンプ（実デバイス）側の
動作データのうちの該当するパラメータ値を変更させる（リモート制御）。さらに、ステ
ップＳ９２にて上記した表示更新＊３処理が実行されてDetail View３７において操作さ
れたエレメントで操作に応じた現在値が表示されるようフェーダエレメントの摘みの位置
が表示更新される。次いで、ステップＳ９３にて当該パラメータのパラメータ番号ＰＮで
特定されるタイマレジスタ（ＰＮ）が初期化されて所定時間Δｔが設定され、後述するタ
イマ割り込み処理が実行される。そして、動作データ変更処理（アンプ）が終了する。こ
の場合、フェーダエレメントの摘み等が操作し続けられている際には、操作イベントが連
続して発生して操作イベント毎に応答不要の変更要求がアンプに送信されるようになる。
また、操作し続けられている際には、操作イベント毎にタイマ割り込み処理が初期化され
てタイムアップしない。そして、操作が終了してタイマ割り込み処理が終了した際に応答
要求をアンプに送り、アンプからの確認応答によりアンプ側において動作データが変更さ
れたことがＰＣ２において確認できるようにしている。これにより、ネットワーク上のト
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ラフィック量を低減することができる。
　なお、ＰＣ２がオフライン時にはステップＳ９１の変更要求送信処理とステップＳ９３
のタイマレジスタCNT(PN)の初期化処理はスキップされる。
【００６１】
　次に、画面がグループのDetail View３７とされて値パラメータを表示するフェーダエ
レメントの摘み等がユーザにより操作された際にステップＳ１２にて実行される動作デー
タ変更処理（グループ）のフローチャートを図２５に示す。
　ＰＣ２が制御権を有しているグループのDetail View３７においてフェーダエレメント
の摘み等が操作されるとＰＣ２において動作データ変更処理（グループ）がスタートされ
、ステップＳ１００にてカレントプロジェクトにおけるグループ内のデバイスの動作デー
タのうちの該当するパラメータ値の更新が試行される。この試行では、デバイス間のパラ
メータ値が相互のパラメータ値の相対関係を保ったまま一括してソフト的に操作されて、
グループ内のいずれかのデバイスにおけるパラメータ値が変化範囲の上限あるいは下限に
達するか否かが試行される。そして、試行時にグループ内のいずれかのデバイスにおける
パラメータ値が上限あるいは下限に達した（LIMIT発生）か否かがステップＳ１０１にて
判断され、達していないと判断された場合はステップＳ１０２に進み、カレントプロジェ
クトにおけるグループ内のデバイス間のパラメータ値の相互関係（出力音量レベルの場合
はデシベル差）を保ったまま一括して試行内容で更新される。また、ステップＳ１０１に
てパラメータ値が上限あるいは下限に達したと判断された場合はステップＳ１０４に分岐
し、カレントプロジェクトにおけるグループ内のデバイス間のパラメータ値が相互のパラ
メータ値の相対関係を保ったまま一括してリミットした内容で更新される。なお、グルー
プに関して「ＰＣ２が制御権を有する」というのは、ＰＣ２が、そのグループに属する全
てのアンプ（実デバイス）の制御権を有している場合を示す。
【００６２】
　ステップＳ１０２の処理あるいはステップＳ１０４の処理が終了すると、ステップＳ１
０３にて応答不要の変更要求を当該グループ内の各実デバイスに送信して各実デバイス側
の動作データのうちの該当するパラメータ値を上記内容で変更させる（リモート制御）。
さらに、ステップＳ１０５にて上記した表示更新＊４処理が実行されてDetail View３７
において操作されたエレメントで操作に応じた最大値および最小値が表示されるようフェ
ーダエレメントの帯状エレメント４０および摘みの位置が表示更新される。次いで、ステ
ップＳ１０６にて当該パラメータのパラメータ番号ＰＮで特定されるタイマレジスタ（Ｐ
Ｎ）が初期化されて所定時間Δｔが設定され、後述するタイマ割り込み処理が実行される
。そして、動作データ変更処理（グループ）が終了する。この場合、フェーダエレメント
の摘み等が操作し続けられている際には、操作イベントが連続して発生して操作イベント
毎に応答不要の変更要求がグループ内の各デバイスに送信されるようになる。また、操作
し続けられている際には、操作イベント毎にタイマ割り込み処理が初期化されてタイムア
ップしない。そして、操作が終了してタイマ割り込み処理が終了した際に応答要求をグル
ープ内の各デバイスに送り、各デバイスからの確認応答により各デバイス側において動作
データが変更されたことがＰＣ２において確認できるようにしている。これにより、ネッ
トワーク上のトラフィック量を低減することができる。
　なお、ＰＣ２がオフライン時にはステップＳ１０３の変更要求送信処理とステップＳ１
０６のタイマレジスタCNT(PN)の初期化処理はスキップされる。
【００６３】
　ここで、動作データ変更処理（グループ）における更新の具体例を図４０を参照して説
明する。
　図４０に示す例においては、Ａｍｐ１，Ａｍｐ２，Ａｍｐ３のグループとされており、
Ａｍｐ１のアッテネータの現在のパラメータ値が「５０」とされ、パラメータの変化範囲
の下限が「０」，上限が「１２７」とされ、Ａｍｐ２のアッテネータの現在のパラメータ
値が「８２」とされ、パラメータの変化範囲の下限が「０」，上限が「１２７」とされ、
Ａｍｐ３のアッテネータの現在のパラメータ値が「３２」とされ、パラメータの変化範囲
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の下限が「０」，上限が「１２７」とされている。ここで、フェーダエレメントの摘みを
操作して「＋３０」だけレベルを上昇させたとする。これにより、ステップＳ１００にて
更新が試行された際にＡｍｐ１のパラメータ値が「８０」、Ａｍｐ２のパラメータ値が「
１１２」、Ａｍｐ３のパラメータ値が「６２」となる。この場合は、いずれのパラメータ
値も下限から上限までの変化範囲内とされていることから、ステップＳ１０２にて試行内
容でパラメータ値が更新されることになる。また、フェーダエレメントの摘みを操作して
「＋４６」だけレベルを上昇させたとする。これにより、ステップＳ１００にて更新が試
行された際にＡｍｐ１のパラメータ値が「９６」、Ａｍｐ２のパラメータ値が「１２８」
、Ａｍｐ３のパラメータ値が「７８」となる。この場合は、Ａｍｐ２のパラメータ値が上
限を超えていることから、ステップＳ１０４にて「＋４６」がＡｍｐ２のパラメータ値が
上限となる「＋４５」にリミットされて、Ａｍｐ１のパラメータ値が「９５」、Ａｍｐ２
のパラメータ値が「１２７」、Ａｍｐ３のパラメータ値が「７７」にリミットされた内容
でパラメータ値が更新されることになる。
【００６４】
　次に、動作データ変更処理（アンプ）のステップＳ９３あるいは動作データ変更処理（
グループ）のステップＳ１０６にてタイマレジスタCNT(PN)が初期化された際に、図示し
ないタイマからの割り込みによりステップＳ１２にて定期的に実行されるタイマ割り込み
処理のフローチャートを図２６に示す。
　図２６に示すタイマ割り込み処理はＴｍｓｅｃ、例えば１ｍｓｅｃ毎の周期で発生する
タイマ割り込みによってスタートされ、スタートされるとステップＳ１１０にて複数のタ
イマレジスタCNT(PN)のうち、その値が「０」より大きいCNT(PN)が存在するか否かが判断
される。ここで、あるパラメータ番号PNで特定されるタイマレジスタCNT(PN)が「０」よ
り大きいと判断された場合は、ステップＳ１１１にて、そのタイマレジスタCNT(PN)がデ
クリメントされ、ステップＳ１１２にて、そのタイマレジスタCNT (PN)が「０」より大き
いか否かが判断される。ここで、そのタイマレジスタCNT(PN)が「０」より大きいと判断
された場合は、タイムアップされていないことからタイマ割り込み処理は終了する。また
、ステップＳ１１２にてタイマレジスタCNT(PN)が「０」になったと判断された場合は、
タイムアップしたということであるから、ステップＳ１１３にて対応する実デバイス（現
在表示対象のアンプ、あるいは、現在表示対象のグループ内のアンプ）に対してそのパラ
メータ番号PNで特定されるパラメータの送信を要求し、このタイマ割り込み処理は終了す
る。この要求を受け取った各実デバイスは、その実デバイス内の動作データ中のそのパラ
メータ番号PNで特定されるパラメータをＰＣ２に送信し、ＰＣ２は受信したパラメータを
カレントプロジェクトの対応するデバイスの動作データ中のそのパラメータ番号で特定さ
れるパラメータに上書きする。また、ステップＳ１１０にてタイマレジスタCNT(PN)が「
０」と判断された場合は、既にタイムアップしていることから、そのままタイマ割り込み
処理は終了する。このタイマ割り込み処理が所定の割り込み周期で繰り返し実行されるこ
とにより、フェーダ操作に係るリモート制御（ステップＳ９１ないしステップＳ１０３に
おける変更要求）により実デバイスで変更された動作データの最終的な値が、そのフェー
ダ操作が終了してから所定時間Δｔ後に、カレントプロジェクトの対応するデバイスの動
作データの値に反映されるようになる。
【００６５】
　次に、Tree View３６を編集するユーザ操作があった際にステップＳ１２にて実行され
るtreeエディット処理のフローチャートを図２７に示す。
　Tree View３６においていずれかのアンプやグループの上でクリック操作されたりその
他の操作が行われると、treeエディット処理がスタートされてステップＳ１２０にてTree
 View３６におけるアンプやグループの上でクリック操作されたノード・リーフ指定指示
が否かが判断される。ここで、ノード・リーフ指定指示と判断された場合は、ステップＳ
１２１にて図２０で説明した Detail View初期化処理が実行され、クリックされたアンプ
やグループに応じたDetail View定義情報が、図３８に示すライブラリの内から選択され
、選択されたDetail View定義情報に従うDetail View３７が表示されて、treeエディット
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処理は終了する。また、ステップＳ１２０においてノード・リーフ指定指示でないと判断
されると、ステップＳ１２２に分岐してツリーの編集を行うその他の処理が行われてtree
エディット処理は終了する。
【００６６】
　次に、表示更新＊２処理のステップＳ７１あるいは表示更新処理＊４のステップＳ８１
にて実行されるMin&Max検出処理のフローチャートを図２８に示す。
　Min&Max検出処理がスタートすると、ステップＳ１３０にて最大値がレジスタtMaxに設
定されると共に最小値がレジスタtMinに設定される。レジスタtMaxおよびレジスタtMinに
初期値が設定される場合は、当該パラメータの変化範囲の上限が最小値の初期値となり、
下限が最大値の初期値となる。次いで、ＲＡＭ上のバッファからグループ内の最初のデバ
イスにおける該当するデータVAL(DEV#ID,DN)が取得されてレジスタtVに設定される。DEV#
IDは装置ＩＤであり、DNはパラメータ番号であり（PNと同じ）、カレントプロジェクト中
の動作データ内の複数の値パラメータおよびテンポラリ領域の状態データ内の複数のレベ
ル（パラメータ）のうちの何れか１つを特定する。次いで、ステップＳ１３１にて取得し
たデータがヌル値（Null）、すなわち該当するパラメータを当該デバイスが有していない
か否かがステップＳ１３２にて判断される。ここで、ヌル値ではないと判断されるとステ
ップＳ１３３に進み、レジスタtVの値とレジスタtMaxおよびレジスタtMinの値とが比較さ
れて、レジスタtVの値が最大値か最小値かが判断される。ここで、レジスタtMaxの値をレ
ジスタtVの値が超えており最大値と判断されると、ステップＳ１３４に進みレジスタtVの
値がレジスタtMaxに格納され、ステップＳ１３６に進む。なお、先に述べたように、テン
ポラリ領域にはオフライン状態のデバイス用の領域は設けられていないので、パラメータ
番号DNがオフライン状態のデバイスの状態データ内のパラメータを示している場合は、デ
ータVAL(DEV#ID,DN)はヌル値（Null）となる。つまり、オフライン状態のデバイスのレベ
ルはレベルメータエレメントで表示されない。
【００６７】
　また、レジスタtVの値をレジスタtMinの値が超えており最小値と判断されると、ステッ
プＳ１３５に進みレジスタtVの値がレジスタtMinに格納され、ステップＳ１３６に進む。
さらに、レジスタtVの値がレジスタtMaxの値とレジスタtMinの値の範囲内と判断されると
、そのままステップＳ１３６に進む。ステップＳ１３６では、グループ内の未処理のデバ
イスがあるか否かが判断されて、未処理のデバイスがあると判断された場合はステップＳ
１３１に戻り、ステップＳ１３１ないしステップＳ１３５の処理が繰り返し行われる。な
お、ステップＳ１３２にてヌル値と判断された場合は、当該デバイスに有意なデータがな
いことからステップＳ１３６に進む。このようにして、グループ内の全てのデバイスにつ
いてステップＳ１３１ないしステップＳ１３５の処理が繰り返し行われると、グループ内
のデバイスにおける該当するデータの内の最大値がレジスタtMaxに格納されるようになる
と共に、最小値がレジスタtMinに格納されるようになる。そして、ステップＳ１３６にて
未処理のデバイスがないと判断されて表示更新＊２処理あるいは表示更新処理＊４にリタ
ーンされる。
【００６８】
　次に、画面が個別アンプのDetail View３７とされて表示更新される部品がオン／オフ
パラメータを表示するMuteエレメントおよびPowerエレメントのスイッチエレメントとさ
れている場合の表示更新＊５処理のフローチャートを図２９（ａ）に示す。表示更新＊５
処理がスタートされると、ステップＳ１４０にて当該スイッチエレメントの状態がオンか
オフかが判断される。ここで、スイッチエレメントの状態がオフと判断されるとステップ
Ｓ１４１に進み、当該スイッチエレメントを灰色に表示して表示更新＊５処理は終了する
。また、スイッチエレメントの状態がオンと判断されるとステップＳ１４２に進み、当該
スイッチエレメントを赤色（ただし、Powerエレメントの場合は青色）に表示して表示更
新＊５処理は終了する。
【００６９】
　また、画面がグループのDetail View３７とされて表示更新される部品がオン／オフパ
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ラメータを表示するMuteエレメントおよびPowerエレメントのスイッチエレメントとされ
ている場合の表示更新＊６処理のフローチャートを図２９（ｂ）に示す。表示更新＊６処
理がスタートされると、ステップＳ１４３にてグループの各アンプの当該スイッチエレメ
ントの状態が全てオンか全てオフか、あるいはオンとオフが混在しているかが判断される
。ここで、グループの各アンプの当該スイッチエレメントの状態が全てオフと判断される
とステップＳ１４５に進み、当該スイッチエレメントを灰色に表示して表示更新＊６処理
は終了する。また、グループの各アンプの当該スイッチエレメントの状態が全てオフと判
断されるとステップＳ１４６に進み、当該スイッチエレメントを赤色（ただし、Powerエ
レメントの場合は青色）に表示して表示更新＊６処理は終了する。さらに、グループの各
アンプの当該スイッチエレメントでオンとオフが混在している状態と判断されるとステッ
プＳ１４４に進み、当該スイッチエレメントを黄色表示して表示更新＊６処理は終了する
。
【００７０】
　次に、画面が個別アンプのDetail View３７とされてオン／オフパラメータを表示するM
uteエレメントおよびPowerエレメントのスイッチエレメントが操作された際にステップＳ
１２にて実行されるオンオフパラメータエディット処理（アンプ）のフローチャートを図
３０に示す。
　制御権がある個別アンプのDetail View３７においてスイッチエレメントが操作される
とＰＣ２においてオンオフパラメータエディット処理（アンプ）がスタートされ、ステッ
プＳ１５０にて当該スイッチエレメントの現在状態がオンかオフかが判断される。ここで
、スイッチエレメントの現在状態がオンと判断されるとステップＳ１５１に進み、当該ス
イッチエレメントをオフ状態に変更する。次いで、ステップＳ１５３にて上記した表示更
新＊５処理が実行されて当該スイッチエレメントが灰色に更新表示される。また、スイッ
チエレメントの現在状態がオフと判断されるとステップＳ１５２に分岐して、当該スイッ
チエレメントをオン状態に変更する。次いで、ステップＳ１５３にて上記した表示更新＊
５処理が実行されて当該スイッチエレメントが赤色（ただし、Powerエレメントの場合は
青色）に更新表示される。ステップＳ１５３の処理が終了すると、ステップＳ１５４にて
対応する実デバイス（アンプ）に応答要の変更要求を送信する。アンプ側では変更要求を
受けて、当該スイッチエレメントのオン／オフパラメータ値を変更し、変更した旨のレス
ポンスをＰＣ２に返す。このレスポンスを確認すると、オンオフパラメータエディット処
理（アンプ）は終了する。
【００７１】
　次に、画面がグループのDetail View３７とされてオン／オフパラメータを表示するMut
eエレメントおよびPowerエレメントのスイッチエレメントが操作された際にステップＳ１
２にて実行されるオンオフパラメータエディット処理（グループ）のフローチャートを図
３１に示す。
　制御権があるグループのDetail View３７においてグループ内のデバイスにおけるスイ
ッチエレメントが操作されるとＰＣ２においてオンオフパラメータエディット処理（グル
ープ）がスタートされ、ステップＳ１５５にてグループ内のデバイスの当該スイッチエレ
メントの現在状態が全てオンか否かが判断される。ここで、当該スイッチエレメントの現
在状態が全てオンと判断されるとステップＳ１５６に進み、当該スイッチエレメントの全
てをオフ状態に変更する。次いで、ステップＳ１５８にて上記した表示更新＊６処理が実
行されて当該スイッチエレメントが灰色に更新表示される。また、当該スイッチエレメン
トの全てがオフあるいは一部がオフと判断されるとステップＳ１５７に分岐して、当該ス
イッチエレメントの全てをオン状態に変更する。次いで、ステップＳ１５８にて上記した
表示更新＊５処理が実行されて当該スイッチエレメントの全てが赤色に更新表示される。
【００７２】
　ただし、当該スイッチエレメントがPowerエレメントの場合は、ステップＳ１５５にお
いてグループ内のデバイスの当該スイッチエレメントの現在状態が全てオンあるいは一部
がオンと判断されるとステップＳ１５６に進み、当該スイッチエレメントの全てをオフ状
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態に変更する。次いで、ステップＳ１５８にて上記した表示更新＊６処理が実行されて当
該スイッチエレメントが灰色に更新表示される。さらに、当該スイッチエレメントの全て
がオフと判断されるとステップＳ１５７に分岐して、当該スイッチエレメントの全てをオ
ン状態に変更する。次いで、ステップＳ１５８にて上記した表示更新＊５処理が実行され
て当該スイッチエレメントの全てが青色に更新表示される。
　ステップＳ１５８の処理が終了すると、ステップＳ１５９にてスイッチエレメントの状
態が変化したデバイスに対応する実デバイスに応答要の変更要求を送信する。変更要求を
受けたアンプ側では、当該スイッチエレメントのオン／オフパラメータ値を変更し、変更
した旨のレスポンスをＰＣ２に返す。このレスポンスを確認すると、オンオフパラメータ
エディット処理（グループ）は終了する。
　なお、グループがチャンネルグループとされている場合に、当該スイッチエレメントが
Powerエレメントの場合は、他のチャンネルグループのチャンネルについても影響を与え
るため、ステップＳ１５５においてそのことが検出されて、オンオフパラメータエディッ
ト処理（グループ）は終了するようにされている。
　また、オンオフパラメータエディット処理（アンプ）およびオンオフパラメータエディ
ット処理（グループ）において、タイマ割り込み処理を行わないのはオン／オフパラメー
タは値パラメータのように連続して操作されるものでないことから、操作される毎に応答
要の変更要求を送信してもトラフィック量の増加をまねくことがないからである。
【００７３】
　ここで、オンオフパラメータエディット処理（グループ）におけるエディットの具体例
を図４１（ａ）～（ｃ）を参照して説明する。
　図４１（ａ）に示す例においては、Ａｍｐ１，Ａｍｐ２，Ａｍｐ３のグループとされて
おり、Ａｍｐ１のオン／オフパラメータが「ＯＮ」とされ、Ａｍｐ２のオン／オフパラメ
ータが「ＯＦＦ」とされ、Ａｍｐ３のオン／オフパラメータが「ＯＦＦ」とされている。
ここで、当該オン／オフパラメータのスイッチエレメントをクリックすると、グループに
おいてはオンとオフとが混在していることから、Ａｍｐ１，Ａｍｐ２，Ａｍｐ３のオン／
オフパラメータは全て「ＯＮ」とされる。すなわち、音を出さない方向で設定されること
からMuteエレメントはオンとされる。ただし、Powerエレメントの場合は、逆にＡｍｐ１
，Ａｍｐ２，Ａｍｐ３のオン／オフパラメータは全て「ＯＦＦ」とされる。
【００７４】
　また、図４１（ｂ）においては、Ａｍｐ１，Ａｍｐ２，Ａｍｐ３のグループのオン／オ
フパラメータが全て「ＯＮ」とされている。ここで、当該オン／オフパラメータのスイッ
チエレメントをクリックすると、Ａｍｐ１，Ａｍｐ２，Ａｍｐ３のオン／オフパラメータ
は全て「ＯＦＦ」とされる。
　さらに、図４１（ｃ）においては、Ａｍｐ１，Ａｍｐ２，Ａｍｐ３のグループのオン／
オフパラメータが全て「ＯＦＦ」とされている。ここで、当該オン／オフパラメータのス
イッチエレメントをクリックすると、Ａｍｐ１，Ａｍｐ２，Ａｍｐ３のオン／オフパラメ
ータは全て「ＯＮ」とされる。
　このように、グループのオン／オフパラメータが全て同じ状態とされている場合は、ス
イッチエレメントをクリックする毎にトグル動作となり、オンとオフが混在している場合
は音が出ない方向に設定されるようになる。
【００７５】
　次に、アンプ３におけるアンプ（実デバイス）側の動作手順（大枠）処理のフローチャ
ートを図３２に示す。
　アンプ３の電源が投入されるとアンプ側の動作手順（大枠）処理がスタートされ、ステ
ップＳ１６０にてアンプ３の各部の初期化が行われる。この初期化において、ＬＡＮ４か
らなるネットワークに自機が接続された旨をブロードキャストして、ＩＰアドレス等を取
得するようにしても良い。次いで、ステップＳ１６１にてリモート制御しているＰＣ２か
ら受信コマンドがあるか否かが判断され、ここで、受信コマンドがあると判断された場合
はステップＳ１６２にて受信コマンドに応じた処理が行われる。また、受信コマンドがな
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いと判断された場合は、ステップＳ１６２の処理はスキップされる。次いで、ステップＳ
１６３にてパネルに設けられている操作子を操作するパネル操作が行われたか否かが判断
され、ここで、パネル操作があると判断された場合は電源オフの操作の場合を除いてステ
ップＳ１６４にてパネル操作に応じた処理が行われる。また、パネル操作がないと判断さ
れた場合は、ステップＳ１６４の処理はスキップされる。そして、ステップＳ１６５にて
パネル操作が電源オフか否かが判断され、ここで、電源オフの操作でないと判断された場
合は、ステップＳ１６１ないしステップＳ１６５の処理が電源がオフされるまで繰り返し
行われる。そして、ステップＳ１６５にて電源がオフされたと判断されると、アンプ側の
動作手順（大枠）処理は終了する。
【００７６】
　次に、アンプ３の受信したコマンドが変更要求の場合に、アンプ側の動作手順（大枠）
処理のステップＳ１６２にて実行されるコマンド受信処理のフローチャートを図３３に示
す。
　コマンド受信処理がスタートされると、ステップＳ１７０にて制御権のあるＰＣ２から
の受信コマンドか否かが判断される。ここで、制御権のあるＰＣ２から送信された受信コ
マンドと判断されると、ステップＳ１７１にてアンプ３が記憶している動作データのうち
の受信コマンドで指示されたパラメータが指示された内容で変更され、コマンド受信処理
は終了する。また、ステップＳ１７０にて制御権のないＰＣ２から送信された受信コマン
ドと判断されると、そのままコマンド受信処理は終了する。
【００７７】
　次に、アンプ３において１０ｍｓｅｃ毎のタイミングで実行されるタイマ＊１処理のフ
ローチャートを図３４に示す。
　実行タイミングに到達してタイマ＊１処理がスタートされると、ステップＳ１８０にて
パラメータ変更状態が検出される。このパラメータ変更状態が検出されるパラメータには
、アンプ３が記憶している動作データ中の各種パラメータだけでなく、各種プロテクショ
ンやレベルオーバー、レベルアンダー等のアラート事象イベントのパラメータも含まれて
いる。なお、動作データ中のパラメータ値については、上述したステップＳ１７１の処理
で変更されるだけでなく、パネル操作に応じてステップＳ１６４でも変更される場合があ
る。そして、ステップＳ１８１にて最初のパラメータに変更があるか否かが判断される。
ステップＳ１８１にてパラメータが変更されていると判断された場合は、ステップＳ１８
３にてＬＡＮ４に接続されているＰＣ２のうち、カレントプロジェクトの対応するデバイ
スがオンライン状態ないしモニタ状態にあるＰＣ２に対して変更されたパラメータの情報
を送信する。送信される事象イベントには、イベントＩＤ、イベント時刻、アンプＩＤ、
イベント種類、イベントパラメータの情報が含まれている。また、ステップＳ１８１にて
パラメータが変更されていないと判断された場合はステップＳ１８３の処理はスキップさ
れて、ステップＳ１８２にて未処理のパラメータがあるか否かが判断される。ここで、次
のパラメータがあり未処理のパラメータがあると判断された場合は、ステップＳ１８１に
戻りステップＳ１８１ないしステップＳ１８３の処理が繰り返し、未処理の各パラメータ
に対して実行される。そして、全てのパラメータに対してステップＳ１８１ないしステッ
プＳ１８３の処理が実行されると、ステップＳ１８２にて未処理のパラメータがないと判
断されてタイマ＊１処理は終了する。
【００７８】
　　次に、アンプ３において１００ｍｓｅｃ毎のタイミングで実行されるタイマ＊２処理
のフローチャートを図３５に示す。このタイマ＊２処理では、レベルメータに表示される
音響信号波形のレベル値や、ヒートシンクの温度等の時々刻々と変化する状態データの各
種パラメータを１００ｍｓｅｃ毎にＰＣ２に送信する処理とされている。
　実行タイミングに到達してタイマ＊２処理がスタートされると、ステップＳ１８４にて
通知先が検出される。この通知先は、ＬＡＮ４に接続されているＰＣ２のうち、カレント
プロジェクトの対応するデバイスがオンライン状態ないしモニタ状態にあるＰＣ２とされ
る。次いで、ステップＳ１８５にて未処理の通知先があるか否かが判断されて、ここで、
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未処理の通知先があると判断された場合はステップＳ１８６にて音響信号波形のレベル値
等の時々刻々と変化する各パラメータを通知先に送信する。ステップＳ１８５およびステ
ップＳ１８６の処理は未処理の通知先がないと判断されるまで繰り返し実行され、これに
より、全ての通知先に順次各パラメータが送信され、レベルメータエレメントに時々刻々
と変化するパラメータ値が表示されるようになる。そして、全ての通知先に各パラメータ
が送信されると、ステップＳ１８５にて未処理の通知先がないと判断されてタイマ＊２処
理は終了する。
【産業上の利用可能性】
【００７９】
　以上説明した本発明においては、ネットワークに接続されている複数のアンプをアンプ
制御装置で制御するアンプシステムとしたが、アンプに替えてエフェクタ、スピーカプロ
セッサ、ＡＤ変換器、ＤＡ変換器等のアンプ以外の音響機器を制御するアンプシステムと
しても良い。
　また、本発明においてはグループのDetail View３７における表示設定において最大値
（Max）あるいは最小値（Min）のいずれかを設定するようにしたが、平均値（Ave）も設
定できるようにしても良い。
　さらに、グループのDetail View３７でレベル操作子を操作すると、各アンプの対応す
るレベル操作子の設定値を、アンプ相互間の相対関係（デシベル差分）を保ったままで変
更するようにしたが、個別のアンプのDetail View３７でレベル操作子を操作した場合は
、変化範囲の最大値から最小値までの範囲内で自由に設定することができる。この場合、
レベル操作子を操作した個別アンプが、あるグループに属している場合は、操作後のレベ
ル操作子のパラメータ値が当該グループの最小値になると共に、表示設定が「Min」とさ
れている場合は、そのパラメータ値が当該グループのDetail View３７が開かれた際に表
示されるようになる。また、操作後のレベル操作子のパラメータ値が当該グループの最大
値になると共に、表示設定が「Max」とされている場合は、そのパラメータ値が当該グル
ープのDetail View３７が開かれた際に表示されるようになる。
【００８０】
　ところで、図５に示すラックツリー（Rack）のTree View(Rack)３６－１において、グ
ループ「Rack-1A」をクリックすると、「Amp1」と「Amp2」のグループのDetail View３７
が表示されるようになる。次に、「Amp2」をクリックすると「Amp2」の個別アンプのDeta
il View３７が表示されるようになる。この場合、「Amp1」から１００ｍｓｅｃ毎にＰＣ
２に送信しているレベル値等の時々刻々と変化するパラメータの送信は不要となる。そこ
で、ＰＣ２は「Amp1」に当該パラメータの送信は不要である旨を通知すると共に、「Amp2
」に当該パラメータの送信は必要である旨を通知する。あるいは、ＰＣ２は「Amp1」に当
該パラメータの送信は不要である旨のみを通知する。
　次いで、グループ「Rack-1B/1」をクリックすると「Amp3」と「Amp4」のグループのDet
ail View３７が表示されるようになる。この場合、「Amp1」と「Amp2」から１００ｍｓｅ
ｃ毎にＰＣ２に送信しているレベル値等の時々刻々と変化するパラメータの送信は不要と
なり、これに替えて「Amp3」と「Amp4」から１００ｍｓｅｃ毎にＰＣ２にレベル値等の時
々刻々と変化するパラメータの送信が必要となる。そこで、ＰＣ２は「Amp1」と「Amp2」
に当該パラメータの送信は不要である旨を通知すると共に、「Amp3」と「Amp4」に当該パ
ラメータの送信が必要である旨を通知する。あるいは、ＰＣ２はすべてのアンプに対して
当該パラメータの送信は不要である旨を通知し、続いて「Amp3」と「Amp4」に対して当該
パラメータの送信が必要である旨を通知する。
【図面の簡単な説明】
【００８１】
【図１】本発明の実施例にかかるアンプシステムの構成を示すブロック図である。
【図２】本発明のアンプコントロールシステムにおけるアンプの構成を示すブロック図で
ある。
【図３】本発明のアンプコントロールシステムにおけるＰＣの構成を示すブロック図であ
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る。
【図４】本発明のアンプコントロールシステムにおけるＰＣの表示器に表示されるアンプ
マネージャの基本画面を示す図である。
【図５】本発明のアンプコントロールシステムにおける基本画面のTree Viewの表示画面
例を示す図である。
【図６】本発明のアンプコントロールシステムにおける基本画面のTree Viewの他の表示
画面例を示す図である。
【図７】本発明のアンプコントロールシステムにおける基本画面のDetail Viewの概要の
一例を示す図である。
【図８】本発明のアンプコントロールシステムにおける基本画面のDetail Viewの概要の
他の例を示す図である。
【図９】本発明のアンプコントロールシステムにおける基本画面のDetail Viewの具体例
を示す図である。
【図１０】本発明のアンプコントロールシステムにおける基本画面のDetail Viewの他の
具体例を示す図である。
【図１１】本発明のアンプコントロールシステムにおける基本画面のDetail Viewにおけ
る操作を示す図である。
【図１２】本発明のアンプコントロールシステムにおける基本画面のDetail Viewのさら
に他の具体例を示す図である。
【図１３】本発明のアンプコントロールシステムにおける基本画面のDetail Viewのさら
に他の具体例を示す図である。
【図１４】本発明のアンプコントロールシステムにおける基本画面のDetail Viewのさら
に他の具体例を示す図である。
【図１５】本発明のアンプコントロールシステムにおける基本画面のDetail Viewのさら
に他の具体例を示す図である。
【図１６】本発明のアンプコントロールシステムにおけるＰＣで実行されるＰＣ側アプリ
の動作手順（大枠）処理のフローチャートである。
【図１７】本発明のアンプコントロールシステムにおけるＰＣで実行されるロード処理の
フローチャートである。
【図１８】本発明のアンプコントロールシステムにおけるＰＣで実行されるストア処理の
フローチャートである。
【図１９】本発明のアンプコントロールシステムにおけるＰＣで実行されるオンライン処
理のフローチャートである。
【図２０】本発明のアンプコントロールシステムにおけるＰＣで実行されるDetail View
初期化処理のフローチャートである。
【図２１】本発明のアンプコントロールシステムにおけるＰＣで実行されるDetail View
表示更新処理のフローチャートである。
【図２２】本発明のアンプコントロールシステムにおけるＰＣで実行される表示更新＊１
処理および表示更新＊２処理のフローチャートである。
【図２３】本発明のアンプコントロールシステムにおけるＰＣで実行される表示更新＊３
処理および表示更新＊４処理のフローチャートである。
【図２４】本発明のアンプコントロールシステムにおけるＰＣで実行される動作データ変
更処理（アンプ）のフローチャートである。
【図２５】本発明のアンプコントロールシステムにおけるＰＣで実行される動作データ変
更処理（グループ）のフローチャートである。
【図２６】本発明のアンプコントロールシステムにおけるＰＣで実行されるタイマ割り込
み処理のフローチャートである。
【図２７】本発明のアンプコントロールシステムにおけるＰＣで実行されるtreeエディッ
ト処理のフローチャートである。
【図２８】本発明のアンプコントロールシステムにおけるＰＣで実行されるMin&Max検出
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【図２９】本発明のアンプコントロールシステムにおけるＰＣで実行される表示更新＊５
処理のフローチャートである。
【図３０】本発明のアンプコントロールシステムにおけるＰＣで実行されるオンオフパラ
メータエディット処理（アンプ）のフローチャートである。
【図３１】本発明のアンプコントロールシステムにおけるＰＣで実行されるオンオフパラ
メータエディット処理（グループ）のフローチャートである。
【図３２】本発明のアンプコントロールシステムにおけるアンプで実行されるアンプ側の
動作手順（大枠）処理のフローチャートである。
【図３３】本発明のアンプコントロールシステムにおけるアンプで実行されるコマンド受
信処理のフローチャートである。
【図３４】本発明のアンプコントロールシステムにおけるアンプで実行されるタイマ＊１
処理のフローチャートである。
【図３５】本発明のアンプコントロールシステムにおけるアンプで実行されるタイマ＊２
処理のフローチャートである。
【図３６】本発明のアンプコントロールシステムにおけるＰＣの記憶手段に記憶されてい
るプロジェクト関連のデータ構造を示す図である。
【図３７】本発明のアンプコントロールシステムにおけるＰＣの記憶手段に記憶されてい
るカレントプロジェクトのデータ構造を示す図である。
【図３８】本発明のアンプコントロールシステムにおけるＰＣの記憶手段に記憶されてい
るライブラリのデータ構造を示す図である。
【図３９】本発明のアンプコントロールシステムにおけるアンプの記憶手段に記憶されて
いる情報のデータ構造を示す図である。
【図４０】本発明のアンプコントロールシステムにおけるＰＣで実行される動作データ変
更処理（グループ）における更新の具体例を示す図である。
【図４１】本発明のアンプコントロールシステムにおけるＰＣで実行されるオンオフパラ
メータエディット処理（グループ）におけるエディットの具体例を示す図である。
【図４２】本発明のアンプコントロールシステムにおけるＰＣで実行される表示更新＊２
処理における表示変更の具体例を示す図である。
【符号の説明】
【００８２】
１　アンプシステム、２－１～２－３　ＰＣ、３－１～５　アンプ、４　基本画面、１０
　ＣＰＵ、１１　ＲＯＭ・ＲＡＭ、１２　Ｉ／Ｆ、１３　ＵＩ、１４　ＤＳＰ、１５　Ａ
ＭＰ、１６　Ｄ／Ａ・Ａ／Ｄ、１７　バス、２０　ＣＰＵ、２１　ＲＯＭ・ＲＡＭ、２２
　Ｉ／Ｆ、２３　ＵＩ、２４　ＨＤＤ、２５　バス、３０　共通操作パネル、３１　エリ
ア名表示部、３２　その他情報表示部、３３　オンラインボタン、３４　ユーザ名表示部
、３５　その他情報表示部、３６　Tree View、３６ａ　タブ、３６ｂ　両矢印記号、３
６ｃ　右矢印記号、３７，３７－１，３７－２，３７－３　Detail View、３７ａ　入力
信号状態表示部（アナログ）、３７ｂ　入力信号状態表示部（デジタル）、３７ｃ　アッ
テネータ、３７ｄ　出力信号状態表示部（アナログ）、３７ｅ　出力信号状態表示部（デ
ジタル出力）、３７ｆ　動作状態表示部（温度・ファン等）、３７ｇ　入力信号状態表示
部（アナログ）、３７ｈ　出力信号状態表示部（アナログ）＋アッテネータ、３７ｉ　出
力信号状態表示部（デジタル）、３７ｊ　動作状態表示部（温度等）、４０　帯状エレメ
ント、４１　設定表示エレメント、５０　Output Level、５１　メニュー
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